
第二章､インドに於ける俳句

日本とインドの関係には古い歴史があるが､それは仏教や､哲学､シルクロードを経て日

本-伝来した舶来品など､ほとんど一方的な流れであった｡インドにおける日本研究の歴史

は非常に浅く､せいぜい一世紀ぐらいの実績しかない｡インドが日本と接触したのは､近代

を迎えたばかりの､十九世紀の終わり頃であった｡その時､哲学者であるヴィヴェ-カナン

ド(1863年～1902年)､マイソール藩王国の代表者､ハイデラバード藩王国の学者たちが初

めて日本を訪れたが､当時イギリスの支配下にあったインドは､日印関係の花を咲かせるこ

とは出来なかった1｡

二十世紀に入り､再びインドと日本の交流が始まると､インドの詩人であるタゴールが来

日し､日本を代表する思想家や､詩人､作家達と交流し､講演を開いたり､積極的に意見を

交わしたりした｡この訪問をきっかけに､日本でインドが話題となったことで､日印関係が

進み､インドにおける日本文学研究の第一歩を集いたといえようo

本章では､インドにおける俳句の享受について､タゴールをはじめとする詩人たちを中心

に述べていきたいと思う｡その前に､現代のインドの言語の状況について少し触れておきた

い｡インドにはヒンディ一語､タミル語､ベンガル語､ウルドゥー語､など数多くの言語が

あるが､現在では公用語であるヒンディ一語が最も多く用いられているoアジアで初めてノ

ーベル賞を受賞したタゴールの著作物は､ベンガル語で書かれたものが多い｡ベンガル語は

インド二十八州のうちの二州､つまり西ベンガル州やトリプラ州の公用語であるが､インド

の言語人口から見れば多数派ではない｡タゴールはインドを代表する詩人であり､日本との

関わりも浅くはないため､本章では大きく取り扱うこととするが､基本としてヒンディ一語

の詩人に焦点を絞り､タゴール以外の非ヒンディ一語の詩人については､インドの言語状況

の複雑さから､深く掘り下げることができない点を断っておく｡

-､ タ ゴ ー ル

タゴールの生涯

ノーベル文学賞を受賞したタゴール(むk) (1861年5月7日～1941年8月7日)はイ

ンドのベンガル州の首都カルカッタで生まれた｡父デベンドロナトと母シャロダ･デどの間

に生まれたタゴールは､十五人兄弟の第十四子だった｡タゴールの本名は｢ラビンドラナ-

ト･タ-クル｣だが､タ-クルの英語表記が｢Tagore｣であったため､タゴールと呼ばれる

ようになった｡現在でもタゴールがベンガル語で執筆した作品には､著者名として｢ラビン

ドラナ-トタ-クル(軸iT&)｣という名前で署名されている20タゴールの家族

1プラット･アプラ-ム･ジョージ(p.A.George) ｢インドにおける日本研究の現状一問題と将来性-｣ 『立命

館言語文化研究』 21巻3号､ 2010年1月
2 緬 町 野r 呼 称r 375qTW 77 町｢ 知 育 町 有 町 鴫 可 芸 転, 樹2009
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はヒンドゥー教のバラモンカーストであり､現在のバングラデシュのジョショル州に住ん

でいたが､イスラム教の盛んな地域であったため､その影響が強いとされ､ヒンドゥー社会

からは従来のバラモンカーストから逸脱したものとして､ ｢ビラリ･バラモン｣と称されて

いる｡

家祖ダルカナトが地主と東貿易会社の経営者だったことから､タゴールの家は豊かであ

ったoベンガル湾から近いカルカッタは､イギリス植民地の拠点となり､大都市港となって

いたoタゴール家は砂糖工場､絹工場､茶工場､石炭会社を経営する一方､貿易会社を開い

たりし､銀行を創設して経済の発展に関わっている｡タゴールの父デベンドロナトは､当時

の東インド貿易会社の経営者であり､家業も継いでいた｡

デベンドロナトは､ブラフモ･サマージ(唯一神の礼拝者の集団)の創立者であり､宗教

または社会改革家でもある､ラージャ･ラーム･モーハン･ローイ(1772年～1833年)の

友人であると共に､弟子でもあった｡そのため､タゴールの家では深い知恵や､高い精神性､

思想哲学が大切にされた｡

さらに､デベンドロナトはこれまでのヒンドゥー教における偶像崇拝の伝統を退け､無形

の至高精神を崇拝する運動をインドで行った｡この運動がタゴールにも影響を与えたと思

わ れ るo 　 タ ゴ ー ル が1911 年 に 執 筆 し た 詩｢ ジ ャ ナ･ ガ ナ･ マ ナ( 原 文: 石 打7TV

訂訂､訳:国民の心)も､唯一の神に対する崇拝をうたったものであり､インドが独立した

後､ 1950年にインドの国歌となった｡

タゴールは1883年に二十二歳で､ムリナリニ･デビ(1873年～1902年)と結婚し､五人

の子供を儲けたが､その内の二人は幼くして亡くなっている｡

1901年､タゴールはインドの独立運動に興味を持ち､インド人に適切な教育を与えるこ

とが､自分が独立-向けて貢献できる事業だと思い､野外学校｢シヤーンティ･ニケ-タン｣

を設立した｡自然もまた教師だというタゴールの思想が､野外学校を作るきっかけとなった

のである｡この学校は1921年に｢ヴィシュヴァ- -ヾラティ･ユニヴァルシティ(国際大

学)と改名された0

1913年にタゴールは､アジア人として初のノーベル文学賞を受賞し､翌14年にはイギリ

ス政府から｢ナイト｣に叙されている｡以後､タゴールは学者として､思想家として､世界

を奔走することとなった｡ 1940年､オックスフォード大学から博士の学位が授与され､シ

ヤーンティ･ニケ-タンで学位授与式が行われた｡当時､タゴールは病床にあったため､特

別に配慮がなされたものと推測される｡そして1941年､タゴールはカルカッタにある生家

で静かに息を引き取った｡その後､タゴールが作詞･作曲した｢わが黄金のベンガルよ(原

文:可印す珊す耶和)｣は､ 1971年にバングラディッシュの国歌として定められているo

タゴールの修学

1865年､タゴールは四歳の時に､ベンガル語で教えるオリエンタル･セミナリに通ったが､

学校での伝統的な教育に興味を持てずに退学したoその後も転校を繰り返し､七歳までカル
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カッタ･トレーニング･アカデミーや､英国式のノーマル･スクールを転々とし､十四歳の

頃にはベンガル･アカデミーや､聖ザビエル学校-も通っていた｡そして1875年に母が他

界すると､タゴールは学校での教育から完全に退いた｡しかしながら､タゴールは家庭でも

様々な教育が課せられており､かなり多忙な少年時代を過ごしていたようである｡タゴール

の生涯をまとめた伝記『私の言葉､私の生涯　ラビンドラナ-ト･タゴール(原文:

Rabindranath Tagore my life in my words) 』 3

によれば､早朝に起こされると､最初にレスラーからインド･レスリングを習っていた｡

レスリング･グラウンドから戻ると､医学部の学生に人体の骨格についての指導を受け､朝

の七時には､数学教師のニール･カマールに算数､代数､幾何学を習い､シター･ナ-ト･

ダッダーからは自然科学の実験を教わっている｡さらに､サンスクリット語とベンガル語の

勉強も同時に行っていたようだ｡九時半に軽く朝食を済ませてから､十時には学校-着き､

学校で数時間勉強した後､午後四時半には帰宅し､体操の家庭教師と一時間ほど体操を行い､

終わるとすぐに絵画の家庭教師が控えている｡夕食の後は英語教師のアゴールに英語を習

い､夜の十時にようやく寝台に着くという日課が､毎日のように繰り返されていた｡

1878年､タゴールは兄のショッテンドロナトに同行してイギリス-留学し､ユニバーシ

ティ･カレッジ･ロンドンの法律科に入学した｡けれども､タゴールは法律より文学に惹か

れ､シェイクスピアをはじめ､あらゆる英文学を学んだ｡ 1880年に大学を卒業しないまま

帰国したが､タゴー′レにとってのイギリス留学は､西欧文化に直接触れる機会を得たことで､

詩人としての成長を大きく促したといわれる｡

詩との関わり

自然哲学的な思想と､高い精神性､そして西洋の詩想を用いて編まれたタゴールの詩は､

今なお､人々の心を魅了し続けて止まない｡

タゴールは､幼い頃から文学に興味を持ち､七歳の時に初めて詩を書いて､自らの才能を

発見したo七歳の時に書いた詩は学校の雑誌に載ったが､ 1874年に十二歳のタゴールが執

筆した｢アピラーサ､原文:軸町､訳:願望)という詩は､ 『タットボディニ(原文:

繭何舟､訳:感覚要素)』という雑誌に､匿名で掲載されたo

十六歳の時､ 『バーヌ･シムハ(原文:呼軌訳‥太陽の虎)』という書名で出版した

詩集は､当時の学者からも､古典的な言葉が使われている詩として注目された｡ 1878年､

タゴールはイギリス-留学する前に詩集『カヴィ･カハ-ニ(原文:綿司巧丁舟､訳:詩人

の物語)』を出版し､留学中にはいくつかの劇を執筆している｡帰国後は二つのインド式歌

劇『ヴァルミキ･パルティワ(原文:qlcIJl̂rTTql/g筒打､訳:ヴァルミキの天才)』と､ 『カル

ミリギヤ(原文:帯同納｢､訳:致命的な狩)』を執筆し､自身も一人の役者として出演

した｡

3 Edited by Uma Das Gupta.･ 鮎bindrmath Tagore my life h my words" Penguh hdia 2006, Page 23
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タゴールの詩人としての本格的な活動は､イギリスから帰国した後に始まる｡ 1881年に

出版された詩集『サンドヤ･サンギト(原文:軸紬､訳:晩の詩)』はたい-んな好

評を博し､有名な詩人であったボンキン･チャンドラ･チヤテイルジー(1838年～1894年)

からも高く評価された.さらに､ 1894年に詩集『ソナール･ト-リ(原文:面河て鮒､訳:

黄金の舟)』を執筆した｡これらは､この時期の代表作とされている｡

詩人としての人生を歩み始めたタゴールは､ 1909年に157編の詩を執筆し､ 1910年には

ベンガル語の詩集『ギタンジャリ(原文:･TLdid諭､訳:歌のささげもの)』を出版したo 『ギ

タンジャリ』は語嚢が素朴であり､純枠な感情と､崇高な思想を宿していたことから､人々

に親しまれ､歌曲として旋律が付けられ､幅広く謡われた｡その157編の詩のいくつかは､

タゴール自身の手で英訳され､ 1912年にイギリス-旅立った時も持って行った｡タゴール

を迎えてくれたのは､イギリスの画家サー･ウイリアム･ローゼンスタイン(1872年～1945

午)であった｡タゴールが英訳した詩を彼に見せると､ローゼンスタインは詩の斬新さに驚

き､アイルランドの詩人イェイツ(1865年～1939年)に詩集を紹介した｡イェイツはタゴ

ールの詩を高く評価し､同年､イギリスのインド協会から103編を収めた『ギタンジャリ』

が出版されたが､イェイツはこの詩集の序文も執筆している｡

『ギタンジャリ』の英訳は英文学界で絶賛され､イギリスの新聞や雑誌でも､すこぶる好

意的に迎えられた｡やがて､タゴールの名声はアメリカにまで伝わり､シカゴ大学が『ギタ

ンジャリ』から六編を大学の雑誌に出版して紹介し､講演を望む声も届けられた｡さらに､

いくつかの雑誌に掲載されると､他の大学からも講演の依頼が殺到するようになった｡

1913年にタゴールはインドに帰国し､シヤーンティ･ニケ-タン-帰ってまもなく､ 『ギ

タンジャリ』にノーベル賞が授けられるという情報が届いた｡

後にタゴールは世界中を旅し､平和と､普遍的な人類愛､平等性の思想を広めようと試み

るようになる｡タゴールの来日はその布石でもあった｡

タゴールの来日

1913年(大正2年)､タゴールはアジアで最初のノーベル文学賞を受賞した｡ ｢ラビンド

テナート･タゴールの名声はインドを超えて､アジア各国を通して日本にまで伝わり､ 1916

年5月にタゴールは日本-旅立っことになった｡来日に際して､日本では首相をはじめ､政

治家や主な文化人たちがこぞって歓迎し､タゴールも1916年6月12日に東京帝国大学で

行われた講演で､感謝の気持ちを表している｡タゴールは､日本が西洋を参考にして産業や

経済を発展させ､アジアを他の大陸と肩を並べるような､豊かな大陸-と成長させた努力を

称賛した｡日本での講演や旅行中の体験について､インド-帰国後に執筆した､哲学的な思

索を中心とする旅行記『ジャパン･ジャトリ(原文:3TrtTTFqT&､訳:日本-の旅人)』 4に

よれば､タゴールは日本に対して次のような印象を抱いたようだ｡

4 き 和, ̀ 附 すqT 軒, 符 号 す 細 評 弔RTT,1919
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･日本の詩や美術に措かれた静寂さや簡潔さは､日本人の美徳を表している｡

･生け花や盆栽などに見られる､洗練された美的感覚は､エリート層に限らず､一般大衆に

まで広がっている｡

･自然との調和を好み､自然と共存している｡

･自己中心的ではなく､己を律することを美として貴ぶ｡

1916年､ 1917年､ 1924年､ 1929年には二回と､計五回に及んだタゴールの来日は､イン

ドに日本文化を導入する契機となった｡日本から帰国したタゴールは､ 1919年に先述した

『ジャパン･ジャトリ』を出版し､日本の旅で得た思索を著し､インド人に初めて俳句を紹

介した｡タゴールは日本語の知識がなかったが､日本にも友人がいたので､俳句の英語訳の

書物を読んだタゴールに､更に日本人の友人から俳句について説明を受けていたのではな

いかと思われる｡

日本から帰ったタゴールは､ 『ジャパン･ジャトリ』に､以下の二つの俳句をベンガル語

に訳して載せた｡

1. ( ベ ン ガ ル 語) 承 前 郡 　 司 やk 耶 　 　 　 ボk 卑 同

(読み)　　プロノブクル　ベンゲルラーフ　ジャレール･シャボド

2. ( ベ ン ガ ル 語) q 司T 可 可 　 　 甲 羅｢ 司 汀 弔 　 　 耶 す 市 河

(読み)　　ポチヤダール　エクタカ-ク　シャロトカール

『ジャパン･ジャトリ』に掲載されたのは､芭蕉の有名な俳句の英語訳を､ベンガル語に

逐語訳したものであり､原文は次の二句である｡

1.古池や　蛙飛び込む　水の音

2.枯れ枝に　烏のとまりけり　秋の暮れ

『ジャパン･ジャトリ』は全部で119ページあり､内容は15節に分かれている｡冒頭か

ら第十一節までは､タゴールが船でピナン､ヤンゴン､シンガポール､香港など各地を通っ

て､日本の神戸に到着するまでの出来事や思索が､第十二部から第十五部には､日本での体

験が綴られている｡すなわち､ 71ページから119ページにかけて､神戸の港に着くところ

から､日本で見聞した伝統､文化､文学､風景､日本人の性格などを中心に執筆されており､

俳句については､第十三節の82から85ページまでにまとめて述べられている｡

より詳しく見てみると､タゴールは旅の途中で体験したこと､そこから引き起こされる自

らの哲学的な考察を『ジャパン･ジャトリ』に記している｡旅には土佐丸という船が使われ

たが､東インドのコルカタという町の港から船出し､船中の体験から日本を味わうことが始

まると述べているo更に､日本人の船長には独特の風格があったというoそれは非常に善良

で親しげに見えても､彼にとって規則を被ることは許せないというものであったと記述し

ている｡そして､日本の文化の一つである茶道を体験したタゴールは､客の前に出す茶の儀

式はあまりに美しく､日本人の美意識は一つの修行にあてはまると語っている｡けれども､

日本人は神秘的で､苦難の時にも興奮した時にも自分を抑制するので､外見からは理解しが
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たい｡更に､自己表現を思いきり簡素化する日本人の習性は､日本の詩にも兄いだされると

感じている｡そして､タゴールは俳句を紹介するにあたり､ 『ジャパン･ジャトリ』5で次の

ように語っている｡

<ベンガル語>

5 %7k.顎1¶可gTq,向マす抑て許可弔R同,1919
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(t7k, " 耶 阿 可Tq', 触 す 抑 辞 す 弔RTF,1919, す す82 - 85)

上記のベンガル語の作品は森本敏雄氏によって日本語訳され､ 『タゴール著作集､第十巻

自伝･回想･旅行日記』中に｢日本紀行｣と題して収められている｡以下に森本氏の翻訳に

よって内容を紹介しておく｡

(釈)

世界のどこにも三行詩〔俳句をさす〕は存在しない｡彼らの詩人と読者の両者にとって､

わずか三行でことたりる｡当地に来てから､だれひとり往来で高唱する者を見かけない

のはこのためである｡彼らの心は泉水のようにごぼごぼ音をたてない､湖水のように静

かである｡これまで私が聞いた詩はどれもみな､絵画的な視覚に訴えかける詩であって､

歌うための詩ではない｡情火や痛嘆は､生を消耗させるが､彼らの場合､この消耗は少

ない｡彼らの心のすべてが美意識の中に表現されている｡美意識は自我利欲とはかかわ

りのはないものである｡花や鳥や月を得るために､私達は泣きわめくことはない｡そう

したものとの私達のかかわりは､純粋な美の享受のそれである｡それらは､決して私達

を痛めつけることはなく､なにひとつ奪うことをしない｡またそうしたものによって､

私達の生命が弱められることもない｡それゆえに､それらは三行詩に居心地よくおさま
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り､想像のなかでも､平和をかき乱すことはない｡

次の二つの有名な古い詩〔芭蕉の俳句〕を見れば､私の言わんとするところは明らか

である-

古池や

蛙飛びこむ

水の音

これだけである!　これ以上のものは必要とはしない｡日本の読者の心は眼でいっぱ

いであるo古池が人々に見捨てられ､静かで､暗いoそのなか-一匹の蛙が飛び込む､

と､水音がたっ｡水音が聞こえる｡それは､池がどれほど静寂であるかを物語っている｡

その古い池の絵をどのように心に思い浮かべるべきか､そのことだけを詩人は暗示す

る｡それ以上のことはまったく必要がない｡

もう一つの詩は､

枯枝に

烏のとまりけり

秋の暮

これ以上はなにも言わない!時は秋で､木の枝には葉はなく､一､二の枝は枯れて

いき､そこに烏が-羽とまっている｡寒い国では､秋は木の葉が落ち､花が萎み､霜に

もやった空のもの悲しい季節である｡そしてそれは､死の想いが心によぎる季節でもあ

る｡枯れた枝にまっ異な鳥がとまっている｡これだけで､読者は､秋の虚しさともの悲

しさのすべてを､まざまざと心に思い描くことができる｡詩人は手がかりのみを与える

だけで､あとは傍らに身を退いて立つのである｡詩人がこのようにはやばやと身を退く

ことが出来るのは､日本の読者が物の姿を見きわめる想像力にめぐまれているからで

ある｡

ここに､目で見る以上のものを含んだ一つの詩の実例がある｡

天地は花なり､

神仏は花なり

人の心は花のこころなり

この一編の詩の中で､日本とインドの心がみごとに出会っているとわたしは思う｡日

本は天と地を満開の花のように美しいものと見なすが､インドは言う､一本の茎に咲

く二つの花､それこそが天と地､神と仏である､と｡もし人に心がなければ､この花は

ただたんに外部の物にすぎない｡それゆえ､美しいものを美しいと感じるものが､人間

の心のなかにあるのである｡

それはそれとして､これらの詩は､言葉が抑制されているばかりではなく､思想も抑

えられ凝縮されている｡こうした思想の抑制は､心情の興奮によってかきたてられるも

のではない｡ここに日本の深さが表れていると思う｡一言でいうならば､それは魂の節

制と呼ぶことができるものである｡
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人間の感覚能力の一つを抑えることによって､他のもう一つの能力を増大させるこ

との可能性を､わたしたちは見てきた｡美的感情と心理的情感は､両者ともに心のはた

らきである｡情緒的感覚とその表現を抑制することで､美の感覚とその表現を惜しみな

く増大させることができるということに､当地に来てから私は思い至った｡爆発的な感

情の表現は､私達の国でも他のどこでもいやというほど見受けられるが､ここではそれ

を見かけることはない｡この国では､美意識があまりにも豊かで､いたるところに見受

けられるので､それを明確に把握することは難しい｡それはまた､きわめて特殊感情で

あって､正確に理解することはできない｡それはあたかも犬の喚覚や蜜蜂の方向感覚に

似ており､私達の理解を超えたものである｡ここでは､ごく貧しい人も､毎日自分の胃

袋の飢えをごまかしてでも安い花を買わずには生きていけない｡彼らの目の飢えは､胃

袋の飢えにおとらない｡

『タゴール著作集』､ ｢日本紀行｣､森本達雄訳､第十巻､ 443-445ページ

タゴールが訳した二つの俳句は､ ｢五･七･五｣という限られた文字数の句形を表す努力

をしている､最適な言葉を選びながら句の意味を伝え､しかも読者が想像によっで情景を補

う余地を残している｡このように工夫した訳で読者に俳句を強く印象づけたタゴールは､イ

ンド人が俳句に興味を抱くきっかけを作ったといえよう｡

タゴールが訳した句や解説を読むと､タゴールが日本の俳句の季語や切れ字などの俳句

の約束事の習得よりは､俳句から伝えられて来る意味や俳句の見た目､つまり文字数などに

注目したと思われる｡タゴールは『ジャパン･ジャトリ』で､俳句という極端な短詩型の韻

文から学び取った日本人の美的感性の特性を､次のように述べるoそれは､日本人が抱く豊

かな美的感情と心理的情感をそのまま発揮せず､感覚的な表現を抑制することで､却って読

者に大きく伝えていく方法を取る｡この抑制は､日本人の魂の節制であり､日本の大きな特

徴であるとタゴールは考える｡

このように､日本の｢俳句｣は､タゴールによって初めてインドに紹介され､やがて複数

の言語に翻訳され､新聞や雑誌にも掲載されていくようになるが､その多くが英語に訳され

た俳句からの更なる訳文であったため､インドの人々が俳句の本来の姿を知ることはでき

なかった｡

そして､日本から帰ったタゴールはその後､それまでの彼に詩集にあった短詩よりさらに短

い､わずか三行から六行の短編の詩集『ファイル･フアライ(原文:Firefly､訳:蛍)』を

1926年に英語とベンガル語で出版した｡二五三首からなる詩集は､いずれも豊かな詩想で

溢れている｡本作に収録された最初の詩をここで紹介しよう6｡

( 英 語) 　My fancies are fireflies, Specks of living light twinkling in the

dark.

(読み)　マイ･フアンシ･アル･ファイルフアライ､スペクッス･オフ･リビング

6 Tagore, mFirenyp Published by Eome･made books, New York, 2012, Page1
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ライト､トヴィンクリング･イン･ダ･ダールク

(釈)　私の空想のホタル生きている光の斑点　闇の中でキラキラ輝く｡

タゴールの詩には無邪気､自然､権力､偏屈､自由､死､恋愛などの哲学的主題が含まれ

ており､人の一生の様々な側面を活写している｡従来のタゴールの詩は句の長短を気にせず､

言葉が続く限り長く書いていた｡ところが､日本から帰国すると､形式が短く､簡潔な言葉

を中心にした詩を作るようになったのである｡更に､寂しさ､無常観､静寂さなどの情趣を

漂わせるようになり､日本文化からの影響を伺わせるo

また､ 1916年に出版された『stray Birds (釈:迷う小鳥)』は､タゴールが同年に来日

した時､行く先々で扇子やサイン帖に言葉を求められ､記念として残した詩を集めたもので

あるo本作に収録されたいくつかの詩を藤原定訳による｢迷える小鳥｣からの日本語文と一

緒にここで紹介しようと思う｡

( 英 語) OL troupe of little vagrants of the world, leave your footprints in my

words

(釈)おお､この世の小さなさすらいの仲間たちよ､君たちの足あとを私の言葉の中に

残してゆきたい｡ 7

( 英 語) Her wistful face haunts any dreams like the rain at night

(釈)　彼女のもの思わしげな眼ざしは､夜雨のように私の夢にまといつく0

『stray Birds』には､ 326編の詩の詩が収められており､自然に対しての発想､人間

が囲まれている環境などが主題となっているoこれらの短い詩､あるいは､単なる一行の詩

には､夢想や凝縮された思考が端的に措写されている｡

『ファイル･フアライ』や『stray Birds』のような極端に短い詩は､他の詩集には見ら

れないものであり､あるいは俳句から影響を受けた可能性も考えられると思うが､この二作

において､俳句との直接的な関わりが指摘できるものを､見出すことはできなかった｡

ところで､タゴールの詩の代表作である『ギタンジャリ』に収められた詩を見ると､十二

行から三十行程度8の長さのものが大半であったo以下にタゴールの『ギタンジャリ』草稿

の図版を掲げ､最初の詩の日本語訳と一緒に紹介するo

7 『タゴール著作集』第-巻詩集1､ ｢迷える小鳥J､藤原定訳､粟生一郎､一九八一年五月三十二

8 繭 何 輪̀ 脚 甲 声#･ 如 可 で 巧̀ 印 恥 珊 巧 打r 師RTq, 09 輔2004
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<ベンガル語>

(Tagore ̀ G̀itanjali''original Manuscript, Visv Bharti Publication,

2003)

(釈)

おんみは､わたしを限りないものになしたもうた｡それが､おんみの喜びなのです｡

この脆い器をおんみはいくたびも空にしては､つねに､あらたな生命でみたしてくれま

す｡

このちいさな笛をおんみは､兵を超え､谷を超えて持ちはこび､その笛で､永遠に新

しいメロディーをふきならしました｡

おんみの御手の不死の感触に､わたしの小さなこころは､歓びのあまり度を失い､言

葉では尽くせぬことばを語ります｡

おんみのとめどない贈り物をわたしは､この小さな両の手にいただくほかはありま

せん｡幾歳月かが過ぎてゆく､それでもなお､おんみは注ぐ手をやすめず､そこにはま

だ､満たされぬゆとりがあります｡　　森本達雄訳､ ｢ギタンジャリの詩9｣

9 『タゴール著作集』第一巻詩集1､ ｢ギタンジャリ｣､森本達雄訳､粟生一郎､一九八一年五月三十二日
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数度の日本旅行の後､タゴールと日本の関わりも長く続かなかった｡日本で行われた講演

で､タゴールが日露戦争や日本におけるファシズムの台頭を批判したことで､日本の新聞社

をはじめ､多くの人間が彼を非難したのである｡そのことは､タゴールの交友関係にも影響

を与え､岡倉天心や野口米次郎ら文化人との親交も､こうした両国の諸事情により､やがて

断たれてしまうのであった｡そして､ 1919年にタゴールによって紹介された俳句が､イン

ドの人々に広く知られるようになるのは､ 1957年にアッギェ-エが日本を訪れるまで､さ

らに約四十年もの歳月を待たなければならなかったのである｡

二､スブラマニア･バラティ

タゴールと同時期に活躍した人物として､南インドのスブラマニア･バラティ(1882年

～1921年)というタミル語を用いた詩人がいる｡バラティは日本の詩に興味を持ち､長編

の俳句評論文も書いたと言われる10｡だが､当時はインドの独立運動が激しく､バラティも

巻き込まれて､イギリス政府に拘束される恐れがあったため､地元のタミル･ナードウ州か

ら､当時フランスの植民地であったインドのボンディシェリ州に逃避した｡バラティは詩人

以外に社会運動家としても活躍していたが､四十歳で天逝しており､業績についての文献も

乏しい11｡したがって本論では､名前を挙げるのみに留めておく｡

三､アツギェ-エ

日本とインドの交流が再開したのは､インド独立後のことであり､日本または日本文学

の研究が本格的に始まったのは､ 1957年に日印文化協定が結ばれてからであった｡同年の

夏､インドの詩人であるアッギェ-エが初めて来日した｡アッギェ-エは日本文学に影響を

受け､日本の俳句をヒンディ一語に訳すと同時に､俳句から受けた印象を詩に表した｡本項

ではアッギェ-エについて､俳句をインド-広めた橋渡し役として注目し､その生涯や文学

活動について詳しく述べたいと思う｡

アツギェー工の生涯

アッギェ-エ(許≠何)は詩人､小説家､編集者､学者､旅人など､多彩な顔を持った人物

であるo本名はサッチダーナンド･ヒーラーナンド･ヴァ-ツヤーヤン(1911年3月7日

～1987年4月4日)と言い､北インドのクックル･プラデーシュ州のクシーナガル12に生ま

れた｡父のヒーラーナンド･サーストリーは考古学者であり､発掘をしていた時に､母のダ

ヤワティ･デヴィがテントでアッギェ-エを生んだ｡九人兄弟の四番目であり､二人の兄と

はいっも競争していたが､姉には可愛がられていたようである｡はじめにアッギェ-工の家

族構成を以下の図に示す｡

1O Dr･Angelee Deodhar, ̀ Ⅱaiku:AnIndian PerSPeCtive'HaiknInternationalA880Ciation Article, 2013

ll q･ 3T･ 甲 問 弓 師 耳 術 計'375qrq, 甲 骨 弼 由TW 野 訳 も 鍔 町 碕 脚, 1987

12ブッダ埋葬の地
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(アツギェー工の家族)

ヒーラーナンド･サーストリー ダヤワティ･デヴィ

サットヤワティ　(柿)

プラハナンド　　(兄)

ジワナンド　　　(兄)

ア ツ ギ ェ ー エ 　 　( 本 人) ･ 　 　=>

ワ ッ ラ ジ 　 　 　 　( 弟)

ニティヤナンド　(弟)

プ ルナ ンド　　　(弟)

ラマナンド　　　(弟)

アナンドラタ　　(妹)

(アツギェーエ)

少年時代は父に伴われて､北インド､東インド､カシミール､南インドなど各地を廻った｡

この体験が後に｢旅の詩人｣と評される､アッギェ-エの性格を育んだと思われる｡成人し

たアッギェ-エは､インドの独立運動に参加し､ 1929年にはインド社会主義共和国軍-入

隊した｡だが､爆弾や鉄砲を製造する工場を､パンジャーブ州に建てようとして､イギリス

政府に締まり､ 1930年に収監されてしまう｡ 1934年には一応釈放されるが､ 1936年まで自

宅に拘禁されていた｡その後､メ-ラト(1857年に起こった､インド最初の独立運動の中

心地)で発生した農民運動にも参加するが､革命家としてのアッギェ-エの活動は､ 1929年

から1936年までのわずかな期間であった｡

アッギェ-エは1940年に結婚したが､結婚生活はあまり長く続かなかった｡約六年に及

んだ軟禁生活や､独立運動に参加した友人達が次々に離れていったことは､彼の人生に大き

な影響を及ぼした｡アッギェ-エはファシズム思想に反対し､ 1942年にはデリーで反ファ

シスト･サミットを開催した｡さらに1943年には兵役に着き､東インドで抵抗運動部隊と

して､国境の近くに住んでいる民衆のために働いた｡このことは東インドの伝統と文化を､

改めて目の当たりにする機会を彼に与えた｡ 1946年の初め､アッギェ-エは軍隊を辞めた｡

また､同年には父ヒーラーナンド･サーストリーも亡くなっている｡

独立運動から身を引いたアッギェ-エは､本格的に作家生活を始める｡ 1956年にはカピー

ラジと二度目の結婚をした｡この結婚生活は生涯にわたって続けられた｡また､アッギェ-

エは積極的に渡航しており､ 1955年､国際連合教育科学文化機関の招待でヨーロッパを旅

行し､ 1957年には東アジアも巡っている｡ 1960年には再びヨーロッパを訪問した後､ 1961

年から1964年までアメリカに滞在し､カリフォルニア大学でインド文化文学を教えた｡そ

して､ 1983年にユーゴスラビアで行われたストルガ祭で､国際詩歌賞｢ディ･ゴールド･リ

ート(ゴールドの花輪)｣を受賞した｡さらに､ 1987年にはインドのウッタル･プラデーシ

ュ州のヒンディ一機関から､インド文学における最高の栄誉の一つとされる｢バーラト･バ
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ラティ賞｣を受賞するが､同年の4月4日に他界した｡

アツギェー工の教育と作品

｢アッギェ-エ｣は彼の詩号であり､幼い頃は｢サッチヤ｣と呼ばれていたようである｡彼

の教育はインドの慣習に従い､家庭における学習から始められた｡サンスクリット語を司祭

に教わり､古代インドの長編叙事詩『ラーマーヤナ』などを習得し､ベルシア語はイスラム

教の聖職者に､英語はアメリカ人にそれぞれ学んだ｡ 1919年にインドのビハ-ル州にいた

時は､考古学者である父親の元で､古代ヒンディ一語を習っている｡ 13

1921年から1925年にかけて､アッギェ-エの家族は南インドに滞在しており､彼もクー

ティにある学校に通っていたが､そこでイギリス人の子供と喧嘩になり退学した｡以後は､

父の図書室を利用しながら勉強を続け､高等学校の試験に合格する｡大学は南インドのマド

ラス(現在のチェンナイ)にある､キリスト教大学-短期学生として入学､卒業後はラホー

ルのフォールメーン大学に入学し､同大学大学院の英文学部-進学した｡

1929年､フォールメーン大学の在学中に､大学で刊行されている雑誌に詩を投稿するよ

うになり､やがて『セ-ワ』という雑誌に初めて掲載された｡しかしながら､アッギェ-エ

が詩を作るようになったのは､これがきっかけではなく､四､五歳頃には既に詩を編んでい

たと思われるoそれは､アッギェ-エの自叙伝『アトメネバード(原文:31LrJi占tlG-､訳:接

尾語)の｢私の最初の詩｣で､彼自身が次のように述べているからであるo

(ヒンディ一語)

# 許 可 町 有 同 町27T- -･･･-･ 申 呼 野 触 軒 南 命/ 河 司 汀 市 町 辞 碑 石 市 町

27T,錦印打一軒　翰東町｢碕弁舌7TZ7T政市打身甜錦町r可｢
J

27T 由 申 司 れ-･･･-----･- 訂 す 翰aTaE- わ 町 同 郡 汀 等TF 南 町
J

- "印可すぎ野面命7Tfa泰市町｢37m軒呼冊南軍村村石打qg/

甲田｢淋市街GTTW南面郡すぎ市町を諭す同す肯細野
一打町野軒一緒呼冊印可軒?,蘇諦愈市を緬37%,酔

雪琴

軒

一 打 同Fa, 酔 計 上･----- qT3F 印 可 翰 耶 汀 南 柑 鮒

輸粁洞爺ぎ一打打触計好打rロ富市同市ra一翰町野抑｢耶弔骨身呼野
a

抑町37*筒市有筒町を一　斉緬市を甲訂蔓!静等同衛等南面

甲印す筒町軒

(jTh,31 1rJl 示IG, 紳 輔1 960, 句720)

く訳)

私は四歳だったo (中略)その時､ある｢こま｣をもらったが､こまの名前を知らなかっ

たので､尋ねたところ､ ｢ブミリ｣と教わったo私はこまを廊下-持って行き､回し始めたo

(中略)その時､拍手しながら｢ナチャット･-･ブミ･リ(ブミリが回っている｡)と叫

び始めた｡同じ文章を何回も繰り返すことで､ ｢ブミリ(コマ)｣は｢ブミ･リ(地球)

L3 繭 同 年TTF, ̀ ` き 択 諭 可 嫡 可 泰 的3TW, 伸 輔1990, qGT-7
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となっていた｡私はそれを聞いてびっくりし､自分が話している言葉は､ただの言葉ではな

い｡ ｢ナチャット･-･ブミリ｣は､ ｢こまが回っている｣という意味だけでなく､ ｢地球が

回っている｣という意味も含まれている｡ (中略)その時､私は｢こまが回る｣ということ

だけではなく､この地球も回っていることを悟った｡そして､本当は全宇宙が回っているこ

とに気付いた｡私はただ一つの言葉で､とても重要なことを表現してしまったのだ｡私は発

明者であり､創造者であった｡私は言葉の力を既に会得していた｡

(アッギェ-エ『アトメネバード』バーリティエ･ゲヤーンピート､ 1960年､ 20p)

このエピソードから分かるのは､アッギェ-エが｢言葉が持つ多義性｣を理解していた

ことである｡アッギェ-エは少年時代から言葉の不思議さ､言葉から詩を生み出す面白

さ､に惹かれていたのであり､彼がやがてヒンディ-文学界を代表する詩人となることを

運付けていたのであったo

青年時代のアッギェ-エは詩人たちの詩集に親しみ､サンスクリット語の詩集も購読し

ていたようだ｡だが､アッギェ-エが詩人として立ったのは､ 1930年～34年の拘禁期間

を経てからのことであった｡拘禁されている間に､アッギェ-エは陰影趣味の濃い文学

や､心理学について学んだほか､政治学､経済学､法律学などを幅広く学習しており､彼

の詩に文学的な重厚性を持たせることに､一役買ったと思われる｡アッギェ-エは釈放さ

れるとさっそく詩集『チンタ(原文:筒打､訳:心配)』と､小説『シェカール:エク･ジ

ワニ(原文:如珂:町有紺､訳:シェカール､ある伝記) 』を執筆したo　この時期､ア

ツギェ-エは詩や小説を積極的に発表しており､独立に伴う混乱に巻き込まれた庶民の姿

を措いた､短編小説集などが代表作となっている｡

また､アッギェ-エは教育にも関心を寄せるようになり､ 1936年にはインドの伝統的な

教育施設､アシュラム(宗教や道徳､音楽､ヨガなどインドの文化活動を修行するための場

所)を開設しようと考えたが､父に反対されて諦めている｡

1937年からアッギェ-エは出版社に勤め､ 『ヴィシヤール･バラ-ト(原文:触TrF

訂取訳:巨大なインド) 』と『サエニッタ(原文:綿布､訳:軍隊) 』の編集を経験

した｡編集の仕事を通じて､最先端の学者や詩人たちと出会えたことが､アッギェ-エの

鋭敏な感性を強くゆり動かした｡一年半後､アッギェ-エは個人的な理由で仕事を辞める

が､この経験はヒンディ一語文学の奥深さと多彩さを実感させ､詩人としての高い理想と､

それを実践することの困難さを同時に学ぶことができた｡この体験によって､他の詩人や学

者たちの信頼を獲得し､アッギェ-エは次第にヒンドゥー文学界の有力者となっていった｡

一方､父ヒーラーナンドは彼を外国-行かせようとしていたが､ 1939年に第二次世界大

戦が勃発したため､やむなく取り止められた｡アッギェ-エは｢アウル･インディア･ラジ

オ(全インドラジオ)｣に就職し､ 1947年にガンジス川の近くに位置する､イラーハーバー

ドという町に移住したoそして『パルテイク(原文:甘筒市､訳:応答)』という文芸雑誌を

自ら出版し始めるが､経済的に困窮し､ 1950年から1955年まで働きながら､雑誌の文学性

を高めるために､様々な努力をしたようだ｡その結果､ 『パルテイク』は当時の文学者たち
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から良い評価を受けたという｡アッギェ-工は仕事の傍ら､ 1949年に詩集『ハリ･ガ-ス･

パル･シャヌ･パル(原文:モ軒可町qT町町､訳:緑草で過ごした瞬間)』と､詩集『バ

クラ･ア-リ(原文:即す打僻､訳:バクラ猟師)』を相次いで発表している.さらに1953

年には､最初の紀行文である『アレ一･ヤヤワル･ラ--ガ･ヤード(原文:3舟可同何て757Tr

可曙､訳:この遊牧民は記憶に残るだろう)』を執筆した0

1950年代に入ると､詩人アッギェ-エの名声はインド文学界に知れ渡っていた｡ 1955年､

ア 　 ッ 　 ギ ェ 　- エ は 　 ヨ 　 ー 　 ロ 　 ッ パ 旅 行- 出 か け､ 1960 　 年 に 紀 行 文

『ェク･プンド･サアサ･ウチリ(原文‥可市野弔事可｢罰貢舟､訳:急に飛んだ一滴) 』を

出版した｡続く日本旅行についての詳細は次の段落に譲る｡日本から帰国すると､ 1959年

に俳句集『アリ･オ･カルナ･パルバーメ- (原文:き舟泳市で町rr耶可､訳:ああ､輝

く同情)』を出版､翌年に再びヨーロッパ-旅たった｡

その後､しばらくアメリカに滞在し､ようやくインド-戻ったアッギェ-エは､ 1967年に

詩集『キトニ･ナ-オ･メ･キトニ･バール(原文:筒市新訂前者緬軒すけ､訳:どの

舟に何回) 』を出版している｡この時期､アッギェ-エは詩人としてますます精力的に活

動しており､ 1969年の詩集『サーガル･ムドラ(原文:耶｢甲｢､訳:海の通貨) 』 ､

1977年の詩集『マハ･ヴィルチュ･ケ･ニーチェ(原文:甲泰筒音､訳:大樹の下) 』

､ 1986年には全詩集『サダーニラ- (原文:鵬lql̂lくl､訳:多年生) 』 (全二冊)など､数

多くの詩を生み出している｡

また､詩の他にもエッセイ集､詩劇､日記などの多彩な文学作品を書き残しており､英語

訳された日本の俳句を､ヒンディ一語に翻訳したりもしている｡

アツギェー工の来日

1957年の夏にアッギェ-エは日本を訪れた｡日本を見るのはこれが初めてだったが､自

叙伝『アトメネバード』 14によれば､日本の文学には以前から関心を持っていたようだ15｡日

本の美しい自然を歩き､新しい体験をしたアッギェ-エは､日本の詩に用いられている言葉

の奥深さに心を動かされた｡とりわけ､ ｢五･七･五｣の音節を組み合わせて作る､世界で

最も短い詩の一つである俳句に魅了されたようだ｡彼は盆栽が自然の形を模して造られる

ように､俳句も言葉を短く凝縮して､人間の精神を込めたものであると考えた｡

さらに､アッギェ-工は禅宗が日本人の生活に深く根ざしていることに気付いた｡彼は禅

宗について知るうちに､禅宗の師が弟子に課している､優れた禅僧の言行から提示された難

題を参究する｢公案｣に強く惹かれている｡彼は『アトメネバード』で公案に触れて､自分

が長年抱いていた謎が解けたことを､次のように語っている｡

(ヒンディ一語)

石打57命7TfW肯耶阿部古河雪中r 63TR!訂耶軒錦町錦訂弔訂開音締qg
a  a

14 由 可, ̀ f31lc･1 品tlqJ, 柵 可 同 触, 弔 計,1960

15 3Tirq, "311 付 如q:', 抑 軸 碕 守 花 打.1960, 中 耳･52
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命碕終年町研青線補訂有罪命辞司軒両得町3TTqq#守町細評諦!簡弓柑

冊可何事夢甲南敵背甲･印南町軸r両町阿市町暫

(31lcJl占鴨すす51音53)

(釈)

1957年の夏に来日した｡日本の文学にはずっと以前から出会っていたし､私はヨーロッ

パの詩や絵画の中にも､日本の影響を受けたものがあることを知っていた｡来日してからず

っと､日本の文学を読み耽ったり､冬の景勝地を一人で歩いてみたり､そこに滞在してみた

りして､日本の詩情を深く理解することができたoまた､日本の精神修行(禅)についても

教わった｡この教義は､日本の詩だけではなく､つい数年前まで､日本人の生活に深く浸透

していたのであった｡

私の未完成の詩はその時も持参していた｡私は日本の俳句集を読み始めた｡いくつかの俳

句を読むと､まだ完成していないこの詩のことが思い出され､俳句集を横に置いて､またひ

たすら考え始めていた｡しかし､どんなに考えても､これ以上は何を加えれば良いのか分か

らなかった｡

禅で行われる修行の一つに｢公案｣と｢謎かけ(禅問答)｣があり､回答は常に一定とは

限らないので､ ｢謎｣という表現は正しくないが､修行者は自分なりに考え､答えを見つけ

出すものである｡この｢謎｣は､修行者を先入観から解き放ち､自由に考えさせることが目

的であるo先入観を取り払うために､師が必要とされるo　しかしながら､師もまた一つの先

入観に過ぎず､修行者は師-の依頼心も捨てるべきである｡修行者は修行において､悟りを

得る瞬間があり､それは光が閃いたかのように刺激的である｡ ｢公案｣の回答は唯一ではな

く､師や伝統に縛られることもなく､時には｢公案｣自体との関連すら失われる｡

このように述べると､話が混乱するかもしれないし､私が禅を通して得た休験や､達成

感について語るつもりはない｡禅の思想は､日本の詩や日本人の生活に深く影響している

が､私が獲得したのは､詩に対する先入観を取り払い､知らぬうちに狭まっていた視野を

､はっきりと広げてくれたことであった｡

ようやく私は日本から帰国したo　いくつかの日本の詩を翻訳し､順番に並べておいてか

ら､しばらく他の国の文学に傾倒していた｡

ある日､ふと未完成の詩が書かれたノートを取り出し､ ｢スズメの詩｣を新しいページに

書き付け､ ｢スズメの話｣と題を付けた｡そして､題名が付けられた詩に目を通すと､私は

すぐにそれが完成された詩であると確信したoこれ以上書き加える必要はなかったし､書き

加えたとしても､それは詩の解釈でしかないo

｢スズメの詩｣は長年にわたり､私の心から飛ぼうとして飛べず､ ｢菓｣もずっと震え続

けていたが､その日､ ｢スズメ｣はいきなり飛んだo　そして､震えていた｢葉｣もようやく

静かになった｡
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あなた達が共感するか分からないが､あの日､私は詩の修行に悟りを得て､ ｢スズメの

詩｣は､私にとって｢師｣となった｡あなたが同じように師を見つけられなくても､それ

は私のせいではない｡もし､二人の修行者が同じ師に出会ったとしても､互いの修行は別

にあるはずだからである｡私には分からないが､ ｢スズメの詩｣はあなた達に何かを教え

ただろうかo　ともかく､これで私の旅は一つ終了したので､ ｢スズメの師｣には感謝して

い る｡ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 『 ア ト メ ネ バ ー ド 』､ 52-53 ペ ー ジ

アッギェ-エは禅の思想に触れて､初めて｢スズメの詩｣が詩として完成していることに

気付いた｡極めて短い｢スズメの詩｣は､アッギェ-エにとって長らく｢未完成｣であった

が､禅の｢公案｣と結び付けて考えることで､詩の｢完成｣を悟ったのである｡

アッギェ-エが苦しんだ｢スズメの詩｣とは､次のようなものである｡

(ヒンディ一語) 3号77%簡町東軒,待て触軒778qa16

(読み)ウル･ガイ･チリヤ　カーンピ･フイ′レテイルホ･ガ-イリマッティ

(逐語訳)スズメは飛び､振動した､又止んだ　葉っぱ

(意訳)　雀飛び揺れる枝葉のまた止まる

アッギェ-エは禅によって長年の謎を氷解させ､詩を新しい境地にまで引き上げたこと

で､次第に俳句-と近付いていく｡俳句を意識した詩については､第六章に譲ることとする｡

アッギェ-エは二度まで日本を訪れたが､日本の文化人たちとも交流し､日本の社会をよ

り身近に体験することができた｡アッギェ-エの日本での滞在について､ヴィダ･ニワース･

ミスラは『アッギェ-エの詩､分冊(原文:37jrq　研究｢持す弔) 』の｢アッギェ-エ

の人生の旅(原文:∬≠打命緬W) ｣で次のように語っているo

(ヒンディ一語)

377TW 1957 青 身GTrTTTT 政 商f 相 打 命 可 町qT 脚 裁 可 井 野 餅 泰faTT

37TTF爺銀SF: GTTqTF南7Tq/訂可r訂東商耳も,TT6-･{相野命転辞軌詞肯

耶菅椅市可町繭輔翻如打,押柵野市耶何て耶訂南
J

都打帥町有5FdM̂[叶軒耶阿命筒甘細身亨希有司せ封筒帯締筒河｢,

布野を命GTrqTF古市筒命g7Tf>肯可ヰ同音37g*南訂両6TT舟呼野東へ J

町綿布て阿?,痛打命軸7775両qTTUT同音モ町締3Tq*和珂南面転耶f向印
.3

南両虎耶す同町?,押領で中東筒で叩司てr女帝石打耐軒を3赦す市-

針　　　TTqqLHTTqlq柑簡 町̀ 3̀7irq耶｢芋訂す宥' '∬示す命諭す訂可何r'句す31-32
～

(釈)

1957年8月､アッギェ-エは日本とフィリピン-旅行に出かけたが､旅の途中に数日間

16 37irq ̀ 鮒3# 市 市 町 抑' 柵 錦 不 軒 脚, 2006, す す78
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インド-帰国した後､再び日本を訪れている｡日本での滞在中に出会ったのは､川端康成

(1899年～1972年)､谷崎潤一郎(1886年～1965年)大山17､杉山､前田などの名前が取り

上げられる｡アッギェ-エが日本人について､非常に感動したのは､技術が進んでいても､

日本人は伝統的な価値観を維持しており､西洋の服を身に着けていても､繊細な心の動きを

表現しようとすることである｡したがって､近代化のために伝統から切り離されることはな

いし､望むこともない｡

『アッギェ-エの詩､分冊』､ヴィダニワース･ミスラ､ページ31-32

帰国したアッギェ-エは､ 1959年に詩集『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』を出版す

るが､この詩集では俳句をヒンディ一語に訳すと同時に､自らもヒンディ一語で短い詩を書

くことを試みている｡更に､日本を題材にした詩も見られる｡

本書には全部で二十八句の俳句がヒンディ一語に訳されており､句の後には作者

も記されている｡本書に取り上げられているヒンディ一語訳を､元の俳句と併せていくつ

か紹介したいと思う｡

(i) (ヒンディ一語>37TW甲市野打甲　南可斡許一命輔耶葡@/

(読み)ウガタ･スラジュ･ド-バタ･スラジュ

ビ ー チ･ ジ ー ル･ シ･ ピ リ･ サ ロ ソ･ フ リ

(日本語)菜の花や月は東に　日は酉に(蕪村)

(ii) (ヒンディ一語)耶歯東南部南東耶打者甲甲珂野7TW/

(読み)サロソ･ケ･サムヴェト･ディプティ

ケ･サーガル･メ･スラジュ･イクラ･ドープ･ゲヤ

(日本語)菜の花の世界-けふも入日かな(淡 )々

(iii) (ヒンディ一語)耶ナ斉す印可命斉青む訂:研訂｢冊で弔耶訂｢舟耶｢耶r

aTa. 榊 ●

( 読 み) ワ ル シ ャ･ メ･ バ サ ン ト･ キ･ メ･ ネ･ デ ー カ･

チャータ･エク･エク･バルサティ･サート･サート･ジャテ･パティヤテ

(俳句)春雨やものがたりゆく　蓑と傘(蕪村)

(iv) (ヒンディ一語)印す甲町野qTF ‥ -T/

(読み)タール･プラ-ナ･クーダ･ダードル･グルップ

(俳句)古池や蛙飛び込む水の音(芭蕉)

17筆者は大山定一(1904年～1974年)と考える｡
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(Ⅴ) (ヒンディ一語)敵軍同｢市町:帝‥可巧｢一時命令両帝qT知命甲市珂手打

(読み)モーン･プラナ･ナガル･サーンジュ･

ガ ン タ･ ド ワ ニ･ キ･ ラ- ロ･ パ ル･ テ イ ル テ ィ･ ス マ ン･ ガ ン ド

(俳句)鐘消えて花の香は撞く　夕哉(芭蕉)

(vi) (ヒンディ一語)茄†爺訂玩軒打諭耶計市｢癖軒繭7TZTT軒/

( 読 み) ウ ジ ャ リ･ マ チ ュ リ･ マ- ノ･ パ ー ニ･ カ･ ア ン タ ラ ン グ･ ヒ

カーンプ･ゲヤ･ホ

(俳句)白魚やさながら動く　水の色(来山)

(vii) (ヒンディ一語) 〝守輸?蔚7T辞諭軒-"

雫市町市F qTO qT而汀線訂宙市有司壕/

( 読 み) ド ブ リ･ ハ ー ン･ ガ ル ミ･ ジ ョ･ テ ィ･ イ ト ナ･

カ フ･ パ ー イ･ パ ル･ フ ィ ー ル･ サ キ･ ナ･ ロ ー ク･ ロ ラ ー イ

(日本語)夏痩せと答えてあとは涙哉(季吟)

(viii) (ヒンディ一語)亨打雪町野両町STす命3k-3Ti融和/

( 読 み) ジ ャ ー ル･ チ ュ- カ･ フ ー ル･ フ ィ ル･ ク ー ダ･ ダ ー ル･ キ･ オ ー ル･ ア レ･

ティティリ

(俳句)落花枝にか-ると見れば胡蝶かな(守武)

(ix) (ヒンディ一語)簡声舟町3TfaTF耶ね｢ぎ繭市碕守可r由一

呼号を南新qTF

(読み)ジッリ･カ･アヴィラット･ウッラス･

デ タ 一･-･ サ ン ケ- ト･ カ ヒ･ キ ヤ･ ウ セ･ ミ リ テ ィ ユ･-･ キ ト ニ･ パ ー ス

(俳句)やがて死ぬけしきは見えず蝉の声(芭蕉)

(Ⅹ) (ヒンディ一語)評軒柑W:甜命甲舟qTgr軒耶掃マ軒q7TSUa/
J

( 読 み) ラ ン ビ･ ピ リ･ ド ー プ･ ダ ロ ネ･ キ･ パ ス リ

パルチャーヒン･ナ-プ･ラヒ･スニ･バグダンディ

(日本語)夕日影道まで出づる案山子かな(召波)

(Ⅹi) (ヒンディ一語)繭筒由｢麻布｢賢等TTTq祁丁斉　町有和司汀阿/

(読み)チヤーンド･チテラ･ア-ンク･ラハ

-･ シ ャ ラ ド･ ナ ブ･ メ･ エ ク･ チ- ド･ カ･ カ ー カ
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(日本語)青空に松をかいたり　今の月(嵐雪)

(Ⅹii) (ヒンディ一語)研オ河南　南qr掃qT甲　音輸守町e;巧ra7TTqT司円

く読み)ジャード･カ･チヤーンド･パケ

バ ー ロ･ パ ル･ イ ス･ セ･ ビ 一･ キ ヤ ー･ タ ン ダ･ ホ- ガ･ パ ー ラ

(日本語)雪よりも寒し白髪に冬の月(丈草)

(Xiii) (ヒンディ一語)申訂命qT耶F町有四耶軒訂訂甲巧打命/

( 読 み) ス- キ･ ダ ー リ･ パ ル･ カ ー ク･ エ ク･ エ カ ー キ･

ラート･/〈トジャール･キ

(俳句)枯れ枝に烏のとまりけり　秋の暮れ(芭蕉)

(xiv) (ヒンディ一語)甲打下市rE1㌧印同舟帝丙軒命弔問巧井野7T#

(読み)イトナ･サンナタ一･ジャンカーレ･ジッリ･キ･

ジャルカーンド･メ･ドープ･ガイ

(俳句)閑さや岩にしみ込蝉の声(芭蕉)

(ⅩⅤ) (ヒンディ一語) ¶す‥市岡柵野訂訂一一噛命鮒罰雨靴/
J

(読み)ラート･サーガル･アンディヤーラ･プカール･ジャル‥ヾヌチ･キ･

ドンデリ･ウジャーリ

(俳句)夜すがらや　竹氷らする今朝の霜(芭蕉)

(Xvi) (ヒンディ一語)柑irqrqT南軍司南村両市｢ぎー≠町諭?/

( 読 み) メ- リ･ ト- ピ･ パ ル･ ボ ー ジ ュ･ パ ル フ･ カ･ ハ ′ レ カ･-･

メ- ラ･ ジ ョ･-

(俳句)わが雪と　おも-ば軽し笠の上(其角)

( Ⅹvii) ( ヒ ン デ ィ 一 語) cqTT 筒 論 弁GTT7Tr : 6Tq 3737T7TT - 37T* 女 軒 由T qaTF 雪3Tr

( 読 み) ペ ヤ ー ル･ ピ ッ レ 一･ メ･ ジ ャ ー ガ･ ハ- エ･ ア バ ー ガ ー･

ア- ゲ･ セ･ ヒ･ ロ ー ナ･ シ ュ ル･ フ ア

(俳句)猫の恋初手から鳴いて哀れなり(野坂)

(Xviii) (ヒンディ一語) aTaqTa東南舌弁巧南村甲‥

訂 舌qTa 南 輔 打 を 　 珊rqTa/

( 読 み) ク ー テ･ パ ー 二･ ケ･ ソ- テ･ メ･ ナ ハ- ネ

カ･ ス ッ ク･ ジ ャ ー テ･ パ ー ニ･ コ･ ド 一 夕･-･ ア 一 夕･ パ ー ニ
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GTrqTF 命 筒 爾 汀 赦GTTqTF 命qTl 叫 中 州~ 9, 痛 打 泰 車 軸 身 許 軒ffeE ¶ 和

田T相打軌諭転珂'申'紳有印舌'軒車軸'痛打泰諭す肯3TTaa,甲

甜命再訂倉田青野碑を帥繭町細束帯待針取締亨打田有印升

{feE qT印南5-罪膚｢可口司て｢弁37TTF命諭吉打て乱罰軒泰時肘印す軌司下打打
'尋訂抑繭'㌫耶訂研軒四%,筒弓両町耐抑耶37TGT泰37Tポ阿南河南

筒で輸緬｢申ぎ!耶甲南斉甲府南dr甲有罪町由市棚斉蹄

中東(銀痛打右折弔斤碕?)切和す簡召す;繭市布軒軒繭何針画許す
碍3T一輪町3T一簡軒7TZ7Ta,由r訂巧打同郡を赦す専政軸東研打す

辞郡オ(碕古河面前qす繭!)河南r乍革命泰耶｢て訂3TTdTw由打両

3TTqを政市す同車融酢有命dl制前払町卯TTUT軒を耐写す耶打身司首

3TTq桶帯締勘市す可て肯甘弔RTqf町痛打耶醐粁恥faqTrオ37TE汀針qT
一ヽ

可オ3TTqmT肯布部軒細身召印可｢市町?,亨命肯河村押R同封罰計申3TTqmT
J

南3Tqa盲簡骨折繭召す融す市町市河打て町を;村有洞爺肯諦司首可岡田て軒

針 　 　 　 　 　 　 　 　 　 由 可 〝3Tr& 泳 市 町｢ 耶7777g' 開 音 緬｢ 命 中 研

く訳)

本作品に収録されたほとんどの詩はこれまで未発表であった｡何故なら詩を作ってい

る間､私は海外に出ていて､出版する手段がなかったからである｡このことについ

て､私は後悔していない｡自分の作品を出すのに納得のいく出版社を望むのは当然だ

ろう｡だが､果たして海外でヒンディ一語を出版できる所はあるのだろうか｡あった

としても､おそらく指で数えられるくらいしかないだろう｡そうした状況の中で､ヒ

ンディ一語の雑誌や論文が出版されるのは､とてもありがたいことなのである｡私は

感謝の意を表すと同時に､自らの役割についても認識している｡

第二十の詩｢季節｣は､凡そ十五年前に執筆した作品である｡

私の詩はどのように分類できるかという質問に対して､余計な先入観を与えたり､

評論家を困らせたくないが､いちいち個別に説明しなければなるまい｡第五十三から

第七十九までの詩は､日本の俳句を訳したもので､ ｢エク･チ-ド･カ･カーカ

(釈:松の青写真)｣という章段にあり､作者名も句の最後に載せられている｡俳句

の訳は逐語訳ではなく､部分的に意訳したところもある｡これは筆者の独創性ではな

く､無力さによるものである｡筆者は日本語を知らないため､ローマ字で綴られてい

ても意味の分からない言葉があった｡その時､筆者は英訳や日本人の友人の説明に頼

ったのである｡

元の俳句から大きく外れてしまった詩(第五十三､第五十八､第六十四､第七十五の

詩)については､敢えて作者の名前を記さず､日本の俳句から影響を受けた作品とし

て掲載した｡

筆者が日本と東アジアから受けた恩恵はこれだけではないし､日本の禅の思想や公案

､日本の文学､文化などにも感謝している｡体験は何らかの思索を与えるものだ｡芸
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術は見ることだけでなく､見ないことも含まれている｡なぜなら､芸術には必ず見る

べきものもあれば､選んで見れば良いものもあるからだ｡芸術を学ぶことは､細かな

違いを探すことよりも､その本質を評価することにある｡中国または日本の絵画や詩

に､西洋人たちは衝撃を受けたが､我々インド人は西洋と東洋の間にあって､芸術に

対する考え方も､フランスやドイツの芸術家たちほど離れておらず､新しい文化を受

け入れることができた｡かつてインドからもたらされた文化は､日本化されて受け継

がれたので､その伝統から学ぶこともできる0　日本の禅はインドの院想の一つの方法

だったが､禅の文学は現代のインドの文学者たちにとって非常に爽快である｡本誌集

も翻訳を除き､多くの詩が東洋(または西洋)の影響を受けたことを認める｡認める

ことが､インド人やヒンディ一語を否定することにはならないし､私に影響を与えた

東洋人や西洋人たちも(本詩集を読めたなら)同感すると思う｡ヒンディ一語の評論

家たちはこうした部分を取り上げ､私の言葉を証拠に糾弾するかもしれないが､私は

全く心配していない｡閉ざされた家には決まった方向からしか光は入らないが､空の

下では全ての方向から光が当たるのである｡私は空を抱えたいという夢を持っている

し､閉ざされた家の中にいるより､遊牧民でありたい｡

(『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』第一出版の序文より抜粋)

アッギェ-エが翻訳した俳句は､一見して他の言語を訳した詩であるとは分からず､実験

主義のアッギェ-エが､新しい試みとして作った詩だと思われるほどの出来映えであったo

アッギェ-エの翻訳に対して､インド人が違和感を持たなかったのには､二つの理由が考え

られる｡一つは､俳句と同じく三行で訳された詩にはリズムがあり､詩の内容に相応しい言

葉を吟味して､行同士を密接に関連付けていることである｡もう一つは､詩の雰囲気を伝え

るため､必ずしも行に従って逐語訳せず､ヒンディ一語の読者にも分かりやすい言葉で訳し

ていることである｡

したがって､日本の俳句で用いられる技法､ ｢季語｣や｢切れ字｣などが正しく理解され

たとはいえないが､わずかな言葉に豊かな詩情が溢れる､新しいジャンルの詩であることは

伝わったことだろう｡アッギェ-エには日本人の友人がいたので､本人は俳句の細かな表現

まで解説してもらっていたと思われるが､文献から読みとることはできなかった｡

アッギェ-エの俳句における功績について､日本文学の研究者であるワルマ教授は､第三

十三回目文研フォーラムで発表した講演｢インドに於ける俳句｣で､次のように語っている｡

東京外国語大学のヒンディ一語文学の田中敏雄教授は｢アギェ-ヤは俳句の外国語の

翻訳に一番成功した翻訳者であるo｣と言っています.アギェ-ヤは日本語がわかりま

せん｡しかし日本人の友達の助けを借りて翻訳された詩の深いところまで理解しよう

としました｡ときには､勝手な翻訳も加えますが､美しい詩に翻訳することに成功しま
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し た｡ 18

日本語が分からなくても､アッギェ-エが言葉の本質をよく理解していた詩人であった

ことが､彼にヒンディ一語で素晴らしい翻訳をすることに挑戦させたと思われる｡つまり､

アッギェ-エが詩人として優れていたからこそ､ ｢俳句の外国語の翻訳に最も成功した｣と

いえるのであろう｡

ところで､アッギェ-エが読んでいた俳句の英語訳には､どのようなものがあったのだろ

うか｡当時､英語に訳された俳句の本の出版状況を探ってみたところ､次のようなものが出

てきた｡

･ A･ Miyamori "AnAnthology ofHaikuAncient and Modemn The chugaiP 血ting Co･Ltd, I 932

I Harold G. Henderson "The Bambo･o Broom,AnintFOduction to haikn- From Basho to shiki 叩

Hougton Miflin, Boston USA, 1934

･ Kenne 血Yasuda "A pepper Pod" Alfred A. Knopf,hc, Newyork 1 947

･ R･H･Blyth ` ℃astem Culttue" Vohme-I Kamakura Bunko Toky0 i 949

･ R･HBlydl 砧Springn Volume-2 　Kamaknra Bunko Tokyo 1950

I mH･Blyth 砧Summer to Autumnn Volume-3 Kamakura Bunko Tokyo i 952

･ RH･Blyth uAutumn to Wmter" Volume-4 Kamakura Bunko Tokyo i 952

I Kenne 也Yasuda ̀ T̀he Japanese Haikhn Charles.E.tuttle Co.hc Rutland, Vermont 1957

アッギェ-エが読んでいた英語訳の本を突き止めることは難しい｡ 『アリ･オ･カルナ･

パルバーメ-』に掲載されている俳句は､ 1932年に出版された宮森氏の"触Anthology of

Haiku Ancient and Modern''と一致するものが多いoアッギェ-エが紹介したものと､同じ

俳句を扱っているページを上げてみよう｡ (i)が467ページ､ (ii)が370ページ､ (iii)

が448 ペ ー ジ､ (iv) が130 ペ ー ジ､ (vi) が229 ペ ー ジ､ (vii) が122 ペ ー ジ､ (viii) が

111 ペ ー ジ､ (ix) が134 ペ ー ジ､ ( Ⅹi) が271 ペ ー ジ､ ( Ⅹii) が279 ペ ー ジ､ ( Ⅹiii) が128

ペ ー ジ､ ( Ⅹiv) が207 ペ ー ジ､ ( Ⅹvi) が248 ペ ー ジ､ ( Ⅹvii) が313 ペ ー ジ､ ( Ⅹviii) が270

ページ､ (Xix)が277ページと､二十八句のうち十六句が宮森氏の本に載っている｡

一方､他の英語訳の本では重なる俳句が少ないようである｡四冊本であるBlyth氏の本

とは八句が､kenneth氏の本とは六句､Henderson氏の本とは四句がそれぞれ一致しているo

更に､宮森氏とBlyth氏の本は､日本語で俳句および俳人名が書かれ､ローマ字で読み方

を並記した上で､英語訳を載せるが､俳句の解説まで行っているのは宮森氏だけである｡

Kenneth氏とHenderson氏の本も英語訳を載せているが､俳句と俳人名はローマ字のみで記

されている｡

当時､俳句を英語訳した本は数が少ないことから､アッギェ-エが入手したのは宮森氏が

翻訳した本ではないかと推測される｡判断した理由は三つある｡一つは､宮森氏の本が芭蕉

18 『インドに於ける俳句』､サトヤ･ビ･ワ′レマ､第33回日文研フォーラム､ページ24-25
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以前から子規以後まで､時代を広く取っていること､二つは､英語訳だけでなく解説も入っ

ていること､三つは､ 『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』に掲載されている俳句が､宮森

氏の本と一致するものが多いことからであるo

『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』は五度にわたって出版され､第二版の刊行の祭し､

アッギェ-エはインドにおける俳句の享受について､序文で次のように語っているo

(ヒンディ一語)

甲オ繭町有即す泰オ耶南井'関宮耶諦由丁弁軸TF軒軒7TWぎ: 37TqTa錦町

身柄可粁弔ra･河野丁申済南河東甲阿南を7TF呼同町抑東町町,甲

3F南岸町示両町同町ぎ;祁冊南野をす締ぎ南関菅命和弁由帯締輪

碕ぎ衛3F帯同｢印｢(す得市呼帯同｢軸r)両町韓耶軒坪田汀3TTW辞

耶軒訂薪筒帯締命如音訳町印す許7TZ7T針甲銀鈴q:耶甲南でぎ南待命
(ヽ

圃鞭打野斉抑汀両町さす弔辞罰野両rぎ銀3Tqa政市軒甲可r訂斉

昭す市有市訂｢針qT377Tて錦町｢打身毒せ軒碕細野泰珂吉輔東女軒*一

輪軒GTTq押野可r訂輔紳!啓示申緬｢泰筒で呼掃細岡舌EQ'
す軒耶印で町!3Trぎ飯南耕一筒市爺耶筒甜泰(耶甲師承井GTTTTTT初潮市町前身

J

申3Tq*わT命如紳諭す阿南町,銀輪両市郁て封可舟輔市繭萌す銀a

和琴打軒市て印南3汀部帯同｢軒碕'3TT& 3&不可打開町打打右打弥打電甘言命車

軸折井輸オ鞭打即南市井抑ポ何市関町南軒fa官許軒所転身由Ta,

司官命訂軒か珂粁訂諦鋼すぎ赦す軒3F東町綿泰3iTEFfaq郡首肯弔軒

37T*針申諦3TTqモ面軒打ぎ簡醐dT7T筒市軒37TW音37TqiaJ訂叩言訳命東

泰3TrqT7#評軒増由蹄を耶碕[
.3

東和南写す耶葡両得可町有筒打軒転同市待打命碍甲rGn･召市河針て頑

野市吉打田筒で･甘向而市部訂qF命耐軒骨幹珂町野繭27T,銀

河筒で軒南写す和す帝井野qTt弁市r命零す色町緬7TWぎ添わ同町打軸打
J

を柵封許可市町両帝評訂吉打針'耶蔀泰辞す弁'輸訂舟板叶触'和才弔計

南 耶 す す 蘇 司 令 貞 骨 耶 耶 紳! (3Th) 37irq"3783& 市 町rg37TW' 弓 中

東仲くUl命赫打
(ヽ

(釈)

初版が刊行されてから､二十年の間に〝俳句〝はすっかり定着し､日本文学に対する関心

も高まっている｡この傾向は､かつて私が翻訳した本も貢献しているので､自分としては

満足している｡だが､悲しいことに詩人たちの中には､俳句の流行に流され､詩(あるい

は詩想)の源泉となった伝統や地域から､目を逸らしている者がいる｡光輝く鏡に自分の

顔を映せば､素晴らしく見えるし､自分の顔を認識するのにも役立っ｡だが､慎重に見よ

うともせず､鏡に映った自分の姿を退屈だと考えれば､自分を正しく識別することは不可

能である｡第二版の準備に際して､外国(日本)での経験は何度も母国を顧みさせられ､

自分の本質を浮き彫りにした｡また､ 『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』の冒頭でいく
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つかインドの詩の伝統を､外国の光を通して､新たな面を見せることを試みたが､見せ方

は新しくても､従来のインドを否定するものではないし､詩人としての誇りも失わなかっ

た｡私が危倶するのは､何人の詩人がこの基準を満たすことができるかということだ｡こ

のような難しいことを考えずとも､詩をただの言葉として読むこともできるが､敢えて述

べているのは､初版で示したことが､二十年の間にあれこれと書かれるようになり､迷妄

が広がっていたからである｡だが､私は却って自信を募らせている｡表面は多様化してい

く中で､内なる光だけは消えないように､というのが私の願いである0

(『アリ･オ･カ′レナ･ /ヾ′レバーメ-』第二出版の序文より抜粋)

アッギェ-エの序文を読むと､ 『アリ･オ･カルナ･パルバーメ-』がヒンディ一語の

の読者たちの間でよく読まれていたことが分かるだろう｡

ところで､アッギェ-エの来日については､タゴールの時と異なり､日本ではほとんど話

題に上らなかった｡日本でのアッギェ-エの評価は､ 1972年の朝日新聞には､インド近代

文学を代表する作家として､わずか数行で紹介されている｡

インド､になう人びと､文化界(『朝日新聞』昭和47年11月28日付)

アグーヤ(未知)の筆名で知られるバトサイヤン氏の自伝的小説｢ある生涯｣は､独立

運動､印パ分離に当たっての知識人の苦悩を措き､独立後最大の秀作といわれているo

日本ではアッギェ-エは詩人より､むしろ小説家として認識されていたようだ｡

1987年4月4日のアッギェ-エの計報に際しても､朝日新聞の記事は｢インドの小説家､詩

人｣と小説家の肩書きが前に出ている｡

計報( 『朝日新聞』 1987年4月6日付)

S.Hノミトサイヤン氏(インドの小説家､詩人)四日､心臓病のため死去､七十六歳｡

I ･ ･ ( 省 略)

だが､インドではアッギェ-エは詩人としての評価の方が遥かに高い｡ 1961年出版され

た詩集『ア-ガヌ･ケ･パール･ドワ-ル(原文:癖阿蘇qTT甲打､訳:中庭のむこうの

扉)』が､インドで最も権威ある文学賞の一つ｢サーヒトヤ･アカデミー賞｣を､

1967年に出版された詩集『キトニ･ナ-オ･メ･キトニ･バール(原文:南都　印面　肯

触軒可も訳:どの舟に何回) 』が､ 1978年に｢ギャ-ンピート賞｣をそれぞれ受賞して

いる｡この二つの受賞歴からも､インドにおけるアッギェ-エの詩人としての名声が､揺る

ぎないものであったことが伺えよう｡

四､プロバカル･マテュウェ

俳句をヒンディ一語に翻訳したもう一人の人物に､プロバカル･マチュウェ教授(1917年
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～1991年)がいる｡マチュウェ教授は日本を訪問した後､ 1960年に出版された『インドと

アジア文学』で､俳句を紹介したo彼はヒンディ一語とマラーティー語で百冊以上の本を執

筆し､俳句のヒンディ一語訳も出しているが､やはり日本語が読めなかったので､日本語か

ら直接ヒンディ一語に翻訳することはできなかった｡

五､サトヤ･ブシャン･ワルマ

これまで､日本の文学は英語を主とする第三言語を介して､インドに紹介されていたが､

サトヤ･ブシャン･ワルマ教授(1932年～2005年)は､インドで初めて日本語を直接ヒン

ディ一語に翻訳し､日本語の魅力を伝えようとした人物であり､日本文学を研究する学者の

中で､特に注目すべき人物である｡

ワルマ教授は､日本とインドの言語に多大な貢献をしたことで知られている｡ジャワハル

ラール･ネル-大学にインド初の日本語学科を創設し､ 2003年に刊行された『ジャバニ･

ヒンディ一･コ-シュ(原文:aTqT舟帝番号繭T､訳:日本語･ヒンディ一語辞典) 』

は､インド人が日本語を習得する上で欠かせないものとなっている｡

また､ワルマ教授は日本の詩歌をヒンディ一語に翻訳し､ 1977年に『ジャバニ･カヴィ

ダーエ(原文:研¶爺示TTqdl首､訳:日本の韻文集) 』として出版したo本作は百人一首や

俳句について､日本語の原文が載せられ､ヒンディ一語で読み方と翻訳､作者名も記してあ

った｡日本語とヒンディ一語が並記されたのは初めてのことであり､日本文学の研究者や詩

人たちに注目されたo

ワルマ教授は1983年にも『ジャバニ･ハイク･アウル･アドニック･ヒンディ一･カ

ヴィタ(原文:耶命関守赦邪甲南市街和訳:日本藩の俳句とヒンデイ一番
J

の近代詩) 』を　出版している｡

更に､彼は｢インド俳句クラブ｣を設立し､ 1981年にはインドで初めての俳句専門誌『ハ

イク(原文:曙訳:俳句) 』を創刊したo同誌は1989年に廃刊されたが､インド人に

俳句を浸透させるのに､多大な貢献を果たした｡

これらの功績が日本でも認められ､ワルマ教授は1996年に旭日小綬章､ 2002年には正岡

子規国際俳句賞を与えられているo

ここでは､ 『ジャバニ･カヴィタ-エ』に収録された百人一首と俳句の中から､代表的な

ものを選び､ヒンディ一語とその読み方､原文を併せて載せる｡

(ヒンディ一計卵細身知命錦町命錦町qTV, (J同市肯郁河訂弁

部面軒相和軒噛オ叩升a/
( 読 み) ツ ク バ ー ギ リ･ シ カ ー ル･ セ･ ギ ル テ ィ･ ミ- ナ･ キ･ シ ー ン･ ダ ー ラ･

( ガ ハ ヌ･ ナ ド･ メ･ バ ダ ー ル･ ジ ャ ー テ ィ･ へ) テ ヨ･ ヒ･ メ- リ･ プ リ ト

･ ビ･ ガ- フ リ･ ホ･ ガ イ･ へ

(和歌)筑波嶺の峯より落つるみなの川恋ぞ積もりて淵となりぬる(陽成院)
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(ヒンディ一語)を37同市市軒TTF村有訂后命領有qT守町村蛸さす竜

細野輸柵零す即｢
J

( 読 み)-･ マ ル ト･ ロ ー ク･ ド･ ラ ー フ･ メ- ゴ･ ケ･ ジ ャ ー ネ･ キ･ ジ ン

･パール･ニリーテ･カルテイ一･アブサリヤー･デーク･ロ･サウンダルヤ･

ワ- ホ･ ア プ リ タ ー ム･ ア ウ ロ･ ク ー チ ュ･ シ ヤ ー ヌ

(和歌)天つ風雲の通ひ路吹きとぢよ乙女の姿しばしとどめむ(僧正遍昭)

(ヒンディ一語)甜印†命評爺卵評新町TTFf57南車間汀命!
J

(読み)ジャングリ･ムルグ･キ･ランピー･プンチ･シ･ランピー･ヤェ･ラートフィ

ール･ソ-ウン･エカーキ

(和歌)あしびきの山鳥の尾の　しだり尾の

ながながし夜をひとりかも寝む(柿本人麻呂)

(ヒンディ一語)甲市有軒わ卦軒甲可｢訂qTa,甲府開音計画何軒7TW碍耶浦済

f5T耶汀を甜3TTtW訂訂司汀南

( 読 み) ジ ャ ラ ー ク･ ヒ･ デ ー キ･ テ ィ･ パ フ チ ヤ ー ン･ パ ー テ ィ､ イ ッ セ ー･ パ フ レ･ ヒ･

オ ジ ャ ー ル･ ホ 一･ ガ ヤ･ ヴ ァ- フ･ バ ー ダ ロ･ メ･ チ ー プ･ ジ ャ ー タ･-･ ジ ャ

エ セ･ ア- デ ィ･ ラ ー ト･ カ･ チ ヤ ー ン ド

(和歌)めぐり逢ひて見しやそれともわかぬ間に雲隠れにし夜半の月かな(紫弐部)

(ヒンディ一語)柑諭訂訂司首待て3TTV7&甲南モ町粁嫡可ぎ軸軒蔀打
a

( 読 み) ピ ー テ ィ ー･ ジ ョ･ ラ ー ト･ ヴ ォ 一･ フ ィ ル･ ア エ ー ギ･ ヤ ェ･ ジ ャ ン テ･ フ ェ

ピ ー･ ア ピ リ エ･ へ･ ボ ー ル･ カ ー･ ホ- ナ

(和歌)明けぬれば暮るるものとは知りながら

なほ恨めしき　朝ぼらけかな(藤原道信朝臣)

(ヒンディ一語)柄井一面柿泰和す碑石同部群青37TGT輸時平稀有師き

く 読 み) ガ- ウ ン･ メ･ ロ ー ゴ ー･ ケ･ バ ー ヴ･ ナ ヒ 一･ ジ ャ ヌ タ 一･ フ ロ ー･ メ･ ア- ジ

ュ･ ビ 一･ ワ ヒ 一･ プ ラ- ニ･ マ ハ ク･ へ

(和歌)人はいさ心も知らずふるさとは花ぞ昔の香ににはひける(紀貫之)

( ヒ ン デ ィ 一 語) ̀ ` 腑3TT57W' 甲 煎 野 面 等 商 音 相 即 軒TrF 細 井 肝EE37TI

触市r聴

く 読 み) ア ビ 一･ ア ー ク ン ギ 一･ ト ム ハ- レ･ イ ン･ ド 一･ シ ャ ブ ド 一･ セ 一･ ビ テ ィ･ サ

ー リ･ ラ ー ト･ パ ル テ ィ ー シ ャ･ メ･ パ/ レ カ ッ ト･ フ- ア･ ボ ー ル･ カ･ チ ヤ ー ン
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ド

(和歌)今来むといひしばかりに長月の有明の月をまち出でつるかな(素性法師)

(ヒンディ一語)紺野軒57T銀GT可軒E3iT甲博司す

く読み)ダリヴィブート･ホ･ヒ-ム･アウル･ジャール･カー･フ-ア･プヌリミラーン

(俳句)うちとけて氷と水の仲なおり(貞徳)

(ヒンディ一語)葺町碕すす飯井軸碕軒訂FaTT附す河南

( 読 み) ウ ン グ･ ラ-･ サ ブ･ デ ィ ー ン･ メ･ デ ク テ･ ラ-･ テ･ ラ ー タ･ パ ル･ シ ャ ラ ー

ド･カ･チヤーンド

(俳句)みな人の昼寝の種や秋の月(貞徳)

(ヒンディ一語)召す可町で市r命両町巧打命

(読み)ヤェ一･パート･エカーキ･サーンジュ･パトジャール･キ

(俳句)この道や行く人なしに秋の暮れ(芭蕉)

(ヒンディ一語)甲訂37TW甲骨折井筒音すね秦野

( 読 み) ブ ー ル･ ナ 一･ ジ ャ ー ナ･ ジ ャ ー リ ヨ 一･ メ･ キ レ･ ヤ ェ･ ベ ー ル･ ケ･ フ ー ル

(俳句)忘るなよ薮の中なる梅の花(芭蕉)

(ヒンディ一語)面河耶町野輸泰平汀辞繭奇弁

( 読 み) サ ー ン ジ ュ･ カ･ サ ー ガ ル･ ム ル ガ- ビ･ ケ･ ソ ワ ー ル･ ド- べ･ サ フ ェ- デ ィ･

メ

(俳句)海くれて鴨の声ほのかに白し(芭蕉)

( ヒ ン デ ィ 一 語) Tq-7iv F 訂 冷 評｢ 開 愈W 一 耶r qT
J

(読み)ブスプ･ガンド･ロータティ･クーシャ･パルカティ･ギ-リー･パート･パール

(俳句)梅が香にのっと日の出る　山路かな(芭蕉)

(ヒンディ一語)赫雫繁男雪詔舟と買持す和す青

く読み)コキール･クホクークホク･ウドティ･レ･ベヤスト･バーヴ･セ

(俳句)郭公なくなく飛ぶぞいそがはし(芭蕉)

(ヒンディ一語) 3TTFぎ触有印蔀東南すす東町東町
lヽ

( 読 み) ア ー ト ル･ へ･ キ ス ケ･ サ ブ ラ シ ュ･ ケ･ り-･ ヤ ェ･ ケ シ ャ ル･ ケ･ フ ー ル

(俳句)行く末は誰が肌ふれむ紅の花(芭蕉)

77



(ヒンディ一語)呼号有罪qT締醐和ぎ衝命辞附

く 読 み) ミ ル テ ィ ユ･ ケ･ タ ッ ト･ パ ル･ ビ 一･ キ ト ニ･ ジ ワ- ン ト･-･ ジ ッ リ･ ジ ャ ン

カール

(俳句)やがて死ぬけしきは見えず蝉の声(芭蕉)

(ヒンディ一語)東研司すす町飯南爺郡爺折田亨拝命蒔
J

く 読 み) ヴ ァ ル シ ュ･ カ･ ヤ ェ･ パ ル タ ム･ デ ィ ヌ･ キ ト ニ･ ス ニ･ テ ィ･ パ ト ジ ャ ー ル･

キ･サンジュ

(俳句)元日や思へば淋し秋の暮れ(芭蕉)

(ヒンディ一語)附す命軸甲南qT T毒I鮒d̂r吉岡何命百円打

(読み)シャラド･キ･チャンドニ･フアルシュ･パル･ビジャルティ･デワダール･キ･

チャーヤー

(俳句)名月や畳の上に松の影(其角)

(ヒンディ一語)碕前訂qT# Ta叩‖品川鼻詣qT紳輔戎不仲如洞耳

(読み)ヤディ･ボール･パート･チッラティ･マチリヤーン･ビ一･マチェリ･ナウカエ･

デクカール

(俳句)声あらば鮎もなくらむ鵜飼舟(越人)

(ヒンディ一語)や軒締切て｢司令耕一弼筒司市井

( 読 み) ェ ク･ ア ン ト ヒ- ン･ ダ ー ラ ー･ ナ デ ィ･ キ ー･ ヒ ム･ ヴ ィ ジ リ ッ ト･ ヴ ィ ジ ュ ン･

メ

(俳句)ながながと川一筋や雪の原(凡兆)

(ヒンディ一語)和衷印せqT晋耶南命を町有知命/

( 読 み) マ ヌ デ ィ ル･ ケ･ ガ ヌ テ･ パ ル･ チ ュ プ チ ヤ ー プ･ ソ- イ･ へ･ エ ク･ テ ィ ト リ

(俳句)釣鐘に止まりて眠る胡蝶かな(蕪村)

iヽl

(ヒンディ一語)雪町野打和可可弔辞許す舟軒市町抽町

( 読 み) ク ー ア･ プ ラ- ナ･ キ ー ト･ ラ ブ キ テ ィ･ マ チ ュ リ･ カ･ ス ワ ー ル･ ア ン デ ィ- ヤ

ラ

(俳句)古井戸や蚊に飛ぶ魚の　くらし(蕪村)

(ヒンディ一語)煎ね甲7TW野町醐町井/

78



( 読 み) ジ ャ レ 一･ ベ- ト･ ス ー ク･ ゲ ヤ･ ジ ャ ー ル ナ･ パ ト リ リ･ ダ ー ル テ ィ

(俳句)柳散り　清水滑れ　石ところどころ(蕪村)

(ヒンディ一語)加東柵両前可可市布TRTtT/

( 読 み) オ ス･ ケ･ モ ー テ ィ ー･ パ カ ル ネ･ コ･ ラ パ ッ ク･ ラ ハ 一･ シ ー ス

(俳句)露の玉つまんでみたる　わらはかな(一茶)

(ヒンディ一語)南す同｢賢帝肝訂訂何軒rす打て軒を布

く 読 み) カ ト ネ･ ワ- ラ･-･ ペ ー ル･ ア ヌ ジ ャ ー ン･ チ リ ヤ･ バ ナ ー･ ラ ヒ 一･ へ･ ニ ル

(俳句)伐る木とは知らでや鳥の巣をつくる(一茶)

(ヒンディ一語)衛碕命簡町触軒両軸命甲印す音/

( 読 み) ピ ン ジ ュ レ･ キ･ チ リ ヤ･ テ ィ テ ィ リ･ コ･ デ ク テ ィ･ サ プ リ ハ･ バ ー ワ･ セ

(俳句)寵の鳥蝶を羨む　目つきかな(一茶)

(ヒンディ一語)耶雨軒す印て済南叩R舌甲F /

(読み)バサンティ･バヤル･メ･パンク･パサールテ･マユル

(俳句)春風に尾をひろげたる　孔雀かな(子規)

(ヒンディ一語)耐泰GTTF弁触軒司汀t缶打訂申す!-

( 読 み) マ ク リ･ ケ･ ジ ャ ー ル･ メ･ テ ィ テ ィ リ･ カ･ パ ン ジ ャ ル･ ハ 一･ ハ ン ト

(俳句)蜘妹の巣に胡蝶のからのあはれなり(子規)

(ヒンディ一語)甲仔面す輸!3TTす帝爺菅野/

( 読 み) ド ワ ル･ コ ー ル･ ロ マ ン チ- ト･ ホ ア･ パ ル フ イ リ･ ス ボ ー ハ

(俳句)戸を開けて驚く雪のあしたかな(漱石)

u′

(ヒンディ一語)輸東命泰召て市布｢腎r｢-弼如何!

( 読 み) レ ー ル･ ケ･ ピ チ ェ･ サ ラ ク･ ラ ハ･ ド ア ン･ ウ ジ ャ ー ル･ マ エ ー ダ ン

(俳句)汽車を逐て煙這行く　枯野かな(激石)

ワルマ教授は｢切れ字｣などの表現も取り入れるために､翻訳にはヒンディ一語の前置詞や

感嘆符､助詞などを用いて工夫を試みている｡例に『ジャバニ･カヴィタ-エ』から俳句を

二句選んで､翻訳のやり方を見てみよう｡

(ヒンディ一語) Tq-7iv訂訂舟罪｢堺市卦恥阿qT
J
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(読み)ブスプ･ガンド･ロータティ･クーシャ･パルカティ･ギ-リー･パート･パール

(俳句)梅が香にのっと日の出る　山路かな(芭蕉)

第三行｢山路かな｣を｢恥阿qT (読み:ギ-リー･パートパール)｣と訳すが､ ｢山

路｣ が｢ 恥 町( 読 み: ギ- リ ー･, マ ー ト)､ ｢ か な｣ は｢qT ( 読 み: パ ー ル)

に当たるo ｢qTJは格助詞の働きをする助詞であり､途中で切ることによって詠嘆の意を表

している｡

(ヒンディ一語)南徹す雫軒発雷詔舟と印す押す身

(読み)コキール･クホクークホク･ウドティ･レ･べヤストり -ヾ ヴ･セ

(俳句)郭公なくなく飛ぶぞいそがはし(芭蕉)

第三行｢山路かな｣を｢軸qて(読み:ギ-リー･パート･パール)｣と訳すが､ ｢山路｣

が｢何軒一可町(読み:ギ-リー･パート)､ ｢かな｣は｢可て(読み:パール)

に当たるo ｢可引は格助詞の働きをする助詞であり､途中で切ることによって詠嘆の意を表

している｡

(ヒンディ一語)南徹す雫繁男雪男舟と印す印すオ

(読み)コキール･クホクークホク･ウドティ･レ･べヤストり -ヾ ヴ･セ

(俳句)郭公なくなく飛ぶぞいそがはし(芭蕉)

この俳句は第二句｢なくなく飛ぶぞ｣で切れているoワルマ教授は｢雫軒罰狩詔計と(

読み:クホクークホク･ウドティ･レ)｣と訳しているが､ ｢なくなく｣に擬声語｢クホク

ークホク｣ ､ ｢飛ぶ｣は動詞｢ウドティ｣ ､切れ字である｢ぞ｣にはヒンディ一語で文章の

末尾に使われる｢レ｣を用いて､句の断絶を表現している｡

ワルマ教授は俳句の研究者でもあったので､ ｢切れ字｣のような俳句独自の表現まで翻訳

しようとした｡そのため､翻訳された三行の句がバランスを失い､意訳になってしまった

ものもあるo

『ジャバニ･カヴィタ-エ』では､日本語の文字が紹介され､日本語についての解説､

例えば同じ発音であっても､使用されている漢字が異なれば､全く違った意味になる､と

いったことが詳述されている｡更に､日本の韻文史も概説しており､俳句については次の

ように述べられている｡

<ヒンディ一語>

申繭可町井軌｢可甲府申訂訂同斉繭軒辞軌辞帯同肯罰¶舟a

呼qT両前打す軒野市r 27Tr如河帝青桐｢甲打命耶声町細面可軒､                                                  .a

軌柵触軒車軸5'Tr命綿布新市転東和雪印帝政軸｢斉
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蓋過由良盛鎚逸暴挙塵埠　　叫撃墜静彪歪盈腰盈　　尊腰込飽逸轡

義鍵準鞄　　　　琴喝轡鳶鞄　　　単勝

瑠題姐馳率解毒盛挙駆出敷地喝夢率也戯盛時泡盛藍瀧迫盛盟

夢遊撃寧璽盈蝉磁場噂塵塗等夢盛壷馳盗癖塾塵畠笹轡温室尊選姐盛脱退過盛盛

返過幽寧雛盛盛衰盛鼠飽鶴泡達者亀撃墜泌撃退藍監轡率準準弊撃噂 ifl

緒塾弊噂塵遥噂放逸豊艶喝率麗臨溢藍雛逸勢腰鮎藍単轡轡喝

董尊遊撃払出喝盈泡盈　　　箪滋出血彪電報弊監査撃率竜箪雛等準噂単欝静

鞘糧　　　　　　聯率轡等盈　　　　鞄鶴巻

等車重軍革堅盛迄室温､辞

遮喝簿等嘩嘩腰夢轡拳済尊単盛嘩酵喜音盤麗喝戯曲藩遮率轡盛適急患ぬ I     ■､  ■   ヽ

き轟磁敵地塵数学夢箪夢静過払盛挙嘘騨轡泡盛公地噂盛挙重複毒撃墜撃墜

噂弊放拳臨書蚤漣泡盛監常寧艶率汲盤迅拳盛挙率盗掘拳呼尊退避温塾藍轡脅迫

出藍容轡轡藍等軽葦尊弊聯迦率盛夢塾麗嚢凄弼襲撃藤池酔寮艶麗癖夢

嘩富尊相違療寧盤敷革嘗軽率改革等挙義挙革呼麗敵軍題漁駆葦轟尊鞄迦聯

戯箪弊威容準寧将轡噂奴時弊過故噂尊等重機緒適意鹿渡輿静璃琴撃

盛孟地盤盗題塩野尊艶麗董尊鞄泡盛温容容紺召纏等準拳盆地襲撃野馳逸書尊

さ海底威容等纏等嘩噂尊温顔拳盛等塵琴海塾簿艶麗葦尊堺鞄遜盛漁蝉

漁夢盈逸盛-鎗済盗轟洩麗弘等毎藩邸箪御意は巌夢鮮轡夢鍵噂 寸-ヽ        ●     V

噂鮎塩毒草聯欝麹孟暴挙塵禦学芸誌等整夢将噂静養重電夢轟着地払飯盛汝塾盛

妻蚤溺琴替遼寧達盈静尊準等撃墜丘盤鞘

挙盈一　　　　　　　　　泡盈扱酵盛遜聯

亨紳よさ単軸単騎才鞄療療

磯等盛放題温鞘尊盛準遮放逸盗温泌聯退塾

蟻盛-　　　夢喝　　　　静尊殴　迫撃率噂

重盗過料2,<率聯寧<きt　　壕毒虫鍵

-腰藍等盛放題汲鶴巻鞠溢盈鮎蝕藍臆聯単数盈汲塩草奴嘩敏準 ヽF    I

題盛盈盛拳琴夢凄轡過重牽撃墜撃虚数等容過激革噂組等題鎚等将軍鍵昭雄漁泡塩

島療払　　　　　　　　泡盛鎚　噂鮎追　奪遊客迎撃

妻騨夢盛噂l･#轡盤嘩紅麹払鮎

磯麗海野琴海敷革藤串塵噂塵急激韓艶麗患噂箪盛挙脇串跳噂嘩塩感率

蔓尊遜旋盤遼寧嘩歴轡≧毒血喜準毒過激塵享輿噂海退/瀞恩増導電車重章騨

酵腰醸串は塵敷革盈挽き畢戦塵噂馨を寮患敷革奉藁を磯暴き騨鳩単畠逸通過濫豊漁  ヽ   ∫

敦盛遠退草野嘩箪適地盗容顔威容盛豊温良戯準率弊職鏑単感激 ◆L,  i Tl         ヽ      ヽ■         L              't  ～ヽ■          V        ' .

轡鍵独尊盗温容払出盈温適意鮎感激静轡適温秦野葛適温噂尊書腰並退塾遊資温箪

野威容故事泡率噂滋埠寧漁鼓組塩潜繊蔓登網漁専聯終盛姐並藍

率　　　　　　　爵噂醸　　　車重尊　盛挙単車
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噂鞄衰購買罫電車曹空

軍霜雪東電寧感捕虜襲河東奇項療歯間東食鞄奇観層雫耶将軍琵節暦呼革帯卑開

園賢帝触酎碩堤将実如き通
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(釈)

室町時代に連歌は座の文芸として大成し､同じ頃､禅の文化も隆盛していた｡連歌は

寄り合いで詠むのが慣習とされ､式目なども制定されていたo連歌では最初の三行を発

句と称し､連歌の構成に重要な役割を果たしたD発句には時節に適した言葉を入れる約

束がある｡其角は｢発句の木の幹と類似し､その後に繋がる句は枝と似ていて､第三番

目になる句は土のようである｡そして､新しく付けた句は新しい葉のようとなる｣と述

べている｡

連歌には風刺や滑稽を盛り込んだ軽い句も作られており､これらは｢俳許の連歌｣と

呼ばれていた｡例えば宗鑑の句に次のようなものがある｡

(原文)きりたくもあり　きりたくもなし盗人を捕らえて見れば我が子なり
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( ヒ ン デ ィ 一 語) メ･ ウ セ･ マ ー ル ナ･ チ ャ フ タ･ フ- ン､ メ･ ウ セ･ ナ ヒ･ マ ー ル ナ･

チ ャ フ タ･ フ- ン､ メ ネ･ チ ョ- ル･ コ､ パ カ ド･ リ ヤ･ パ ル､ ワ フ･ メ- ラ･ プ ト ル･

Eii21

日本では冬に雪が降るため､誰もが雪だるまを作って遊んだ｡雪だるまが並んでいる

のを見て､宗鑑が次のように詠んでいる｡

(原文)さむくとも火になあたりそ雪仏

『古今集』では滑稽な歌を｢俳許｣と称する｡本格的な連歌から分離して､気軽に

楽しむために詠まれたものは｢俳許の連歌｣という｡はじめ､連歌は公家の文学的な遊

びであったが､式目が定められると次第に厳格となり､ ｢俳譜の連歌｣が気楽なものと

して親しまれるようになった｡宗鑑(1465年～1553年)や守武(1472年～1549年)

は､誹語に俗語や卑近な主題を取り入れて注目された｡俳許は連歌から離れて独立し､

発句だけを集めた句集が作られるようになると､やがてこれが新しい形式の詩歌｢俳句｣

と称されるようになる｡

守武は伊勢神宮の禰宜で､句には神道の影響が見られ､宗鑑より真面目な内容が多い｡

守武の代表的な句には次のようなものがある｡

(原文)落花枝に帰ると見れば胡蝶かな

くヒンディ一語)ジャル･チュカ･フール･フィル､ウダ･ダール･キ･オル･アレ､

テ テ リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　( 翻 訳 は ア ッ ギ ェ- エ に よ る)

次の句は宗鑑の美しい想像が印象的な例である｡

(原文)月に柄を　さしたらばよき団扇かな

句の意味は｢月に柄をつけたなら､きっと素晴らしい団扇になるだろう｣というもの

である｡

宗鑑や守武が出てから数年の間は､俳許はそれほど話題に上らなかったが､十七世紀

初めに松永貞徳によって再び注目された｡貞徳は歌学者であり､俳許を｢俳言を以てつ

くる連歌｣と規定した｡貞徳の下には弟子が集まり､貞門派が隆盛した｡主な弟子に季

吟や貞室がいる｡

俳譜の文学性を確立したのが松尾芭蕉(1644年～1694年)で､十七世紀後半に登場

した芭蕉によって俳諸の精神性が高められ､韻文の伝統に引き継がれたo以後約四世紀

にわたり､俳譜は日本の文化に不可欠なものとなり､現在でも俳句が日本文学の範噂を

超えて､世界中に知れ渡っている｡

俳許は極めて繊細な感性を表現した文学であり､句中には美意識や､感情､思想など

が内在している｡乙二(筆者注:岩間乙二(1756～1823))は俳句が詠まれる瞬間を埋葬

の幸せと比較して｢不朽不滅｣と言っている｡何故なら､この瞬間に詩人の内面と外面

の区別はなくなるからである｡この知覚の瞬間は全ての芸術に欠かせないものである｡

すべての俳人はこの究極の瞬間を達成することが目標である｡そして､その瞬間の響き
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を言葉で反映したものこそが俳句である｡また､芭蕉は次のように語る､ ｢一世のうち

秀逸の句三､五句あらん人は作者也､十句に及ぶ人は名人也｣ (『俳許問答』)0

俳譜は人生の真実を措く方便であり､鬼貫も｢まことの外に俳譜なし(『独ごと』)｣

と述べているo俳譜の表現の可能性は､詩的な真実か事実的な真実のどちらかの-つで

ある｡人生の真実は話題を正確的に描写するし､詩的な真実は俳人に浮かぶ感情や感覚

を表現できる｡芭蕉の句は次のようである｡

(原文)古池や蛙飛び込む水の青

くヒンディ一語)タール･プラ-ナ･クダ･ダードル･パーニ･キ･アワーズ

俳人の庵の近くに古い池がある｡古い池はすっかり朽ちて､誰からも顧みられること

はない｡俳人は独り院憩に耽っている｡突然､草の茂みから現れた蛙が池に飛び込み､

微かな水音がした｡水の音は俳人の心にも小波を立てた｡俳人はわずかな音を聞き､わ

ずかに見ただけで､感動が意識のうちに響いた｡そして､俳人は内なる響きを相応しい

言葉で表現したのである｡

俳静を作る時に意識を集中させることは､院憩から生じている｡田中敏雄によれば､

俳譜は日本の伝統文化や大衆の美意識の下に育まれたという｡俳譜には仏教(中国仏教､

日本仏教､特に禅宗など)や儒教など､様々な思想や文化が含まれており､俳許はそれ

らを垣間見せる､あるいは映し出す鏡である0 19修行日常生活で実践することは禅の基

本であり､禅を学ぶ者は人生の悲しみ､喜び､悲しみなど､あらゆる状況と対時しなけ

ればならない｡連歌を興業するには､多くの人々の貢献が必要である｡宗鑑や､談林派

の宗因は出家しており､芭蕉もまた禅の信者であった｡そして､芭蕉の弟子や現代俳人

も禅宗の信者であった｡十七世紀において禅､漢詩､短歌､連歌は知識人に必須の教養

であった｡道教は中国文学を通じて､日本でも享受された｡禅宗と道教はいずれも中国

の思想であり､ほぼ同じ時期に生まれた.禅宗の神髄は院想にある0 -方､道教は哲学

である｡そして､仏教は両方の源である｡儒教は俳譜の簡潔さ､抑制､深さを支えた｡

日本古来の神道は､俳句に単純､霊験の考えという影響を与えた｡

芭蕉は｢高くこころをさとりて俗に帰るべし(『三冊子』)｣という｡俳語は単なる詩

ではなく､大きな真実を指す示唆的な表現である｡俳許では言葉や感情表現を抑制する

必要がある｡ラビンドラナ-ト･タ-クルの言葉で､ ｢カヴィタグリリ･マッデヘ･ジ

ェ･ ケ ワ ル･ ワ ー ク サ ン ヤ ム･ タ･ ナ エ･ エ ル･ マ ッ デ-A/ く ワ ェ レ･ サ ン ヤ ム｣ 20､

言葉で表されているのはきっかけであり､本質は読者の想像力に任せられる｡俳人は直

橡､寓話､装飾､自然を人間化することを避けるoおそらく､誇張を避けるのであるo

あるものは他のものと違っていて､俳人は見たものをあるがままに表現し､言葉を過剰

に飾り立てることを避ける｡直橡､寓話､装飾などは表現するのに障害となるものであ

19 『デヤラム･エッグ(原文:吋訳‥宗教時代)』 1966年10月16日

20 『ジャパン･ジャトリ』ラビンドテナートダークル､ヴィシュワバールティ､カルカッタ､アサード､シ

ヤク1880年
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り､俳人は最初から題材を根本から語るので類似が必要にならない｡そして､俳人と読

者の視覚も同じものを見る｡更に､論理や熟考も俳句の範囲外のものである｡俳人は結

論を出さないし､示すものよりも語っていないものの方が多い｡そして､示されてない

ものは示されているものよりは遥かに重要である｡

見たままを詠むというのは､何も模写する訳ではない｡心の動きやものの美しさを表

現するのは言葉の芸術であり､俳人の美的感覚は見たものを自然に描写するのである｡

芭蕉の句を例に上げよう｡

(原文)海暮れて鴨の声ほのかに白し

くヒンディ一語)サンジュ･ケ･サーガル､ムルガ-ワイ･

ケ･ ソ ワ ル､ ド- ベ･ サ フ ェ デ ィ･ メ

日暮れの暗さが海を隠そうとする素朴な風景である｡海は黒く染まり､いよいよ暗く

なっていく｡このような日暮れの中､沖を飛んでいく鴨の声が聞こえたが､すぐに聞こ

えなくなった｡目前には暗い海をたゆたう波の白さが見えている｡鴨の姿も白い波間に

沈んだのだろうo声はしなくなったが､響きだけがまだ残っているoこのような光景が

鮮やかに想像できるだろう｡

明日はどうなるか誰にも分からない｡だが､人間は明日-の不安を抱きながら､日々

を工夫して過ごしているoこのような生きることの難しさを､一茶は次のように詠んで

いる｡

(原文)切る木とは　知らでや鳥の　巣を造る

( ヒ ン デ ィ 一 語) カ ト ネ･ ワ- ラ･-･ ベ ル､ ア ン ジ ャ ン･ チ リ ヤ

バ ナ･ ラ ヒ･ へ･ ニ ー ル

風が吹くと木の葉は次第に散っていく｡同じように､時間は命を世界という木から奪

っていく｡嵐雪は移ろいゆくことを次のように詠んでいる｡

(日本語)一葉散る　噛一葉散る　風のう-

( ヒ ン デ ィ 一 語) ェ ク･ バ ッ タ･ ジ ャ ル タ･-､ ア- フ! エ ク･ ア ウ ル･ バ ッ タ

ジ ャ ル タ･-､ ハ ワ･ ケ･ ジ ョ ン ケ･ セ

俳人は自らの死を意識すると､しばしば辞世の句を作る｡

俳許の特徴の一つに､対照的なものを取り合わせて詠むことがあるoその例を､次に

上げる｡

(日本語)釣鐘に止まりて眠る胡蝶かな(蕪村)

(ヒンディ一語)マンディル･ケ･ガンテリマル､チュプチヤプ･ソ-イ･-

エク･ティテイル

黒く､大きく､硬い釣鐘は強さの象徴であり､小さな胡蝶は惨く弱々しい｡京都にあ

る知恩院の釣鐘は高さ十一フィート､直径九フィート､重さは七十四トンもあるo鐘の

音を鳴らすと反響がすさまじい｡だが､それと同じような大きな釣鐘にも拘わらず､胡

蝶はまるで気にせず羽を休めている｡どれほどの静寂があったのだろうか｡同様に､
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(原文)荒海や佐渡によこたふ天の川(芭蕉)

( ヒ ン デ ィ 一 語) ジ ュ ッ プ ド･ サ ー ガ ル･ サ ー ド･ タ ク･ フ ア エ リ･-I

アカーシュ･ガンガ

荒々しい海の波間から､遠くに佐渡という島が見える｡空には美しい天の川が横たわ

っている｡三つの事物は異なる性質を持っているが､互いを補完し合って､一枚の絵の

ような構図を見せている｡

俳句は五･七･五の三つの行からなる短詩である｡五･七という音の並びは､日本で

歌が詠まれる頃から受け入れられていた｡五･七･五には韻律があり､順序が変われば､

韻律が乱れる｡しかし､順序が異なるものもある｡例えば､ ｢海暮れて/鴨の声/ほの

かに白し｣は五･五･七である｡また音の合計が変わる場合もある｡芭蕉の弟子である

其角の句を見てみよう｡ ｢猫にくわれし/蜂蜂の妻は/すだくらん｣は､八･ノい五で

合わせて二十一文字あるo更に､芭蕉の句｢枯れ枝に/烏の止まりけり/秋の暮れ｣も

五･九･五で､合わせて十九文字である｡十七文字以上の句は数多いが､十七文字以下

の句は珍しいo次の蕪村の句は十六文字であるo

(原文)遠近遠近と打つきぬたかな

五･七･五の順序が破られる場合には四つの理由があると思われる｡ -､感覚を正し

く判断する力がなかった｡二､句を構成する才能がなかった｡三､句作りでの約束事に

縛られたくなかった｡四､伝統的な主題から外れるため､従来の方法では作れなかった｡

現代の俳句は文字に制限を設けてないが､原則として五･七･五の形式は今も守られて

いる｡

短い句形は俳句の特徴であり､同時に制限でもある.知覚には一瞬､一秒もかからな

いため､その剰郡を表した言葉が必要となる｡俳句には一つとして無駄な言葉はなく､

全ての言葉は配列によって特別な意味を表し､総体に影響を与える｡言葉の位置が変わ

れば､感覚や感情も変化する｡言葉の配列は体験の順序であって､最後の言葉に辿り着

いた時､完全なイメージが浮かびあがる｡例として芭蕉の次の俳句を見てみよう｡

(原文)この道や　行くひとなしに　秋の暮

初句は俳人のいる基点を表す｡旅人である俳人の眼前にただ道が広がっている｡第二

句では様子を述べるo第三句の｢秋の暮｣は情景を率直に持ってくる.無意味な言葉は
-つもないo三つの句はお互いに影響を与え合いながら､一つの意味を成しているoど

の言葉も位置を変えれば､句の意味が変わってしまう｡秋の代わりに他の季節を詠めば､

｢ひとなし｣の味わいがなくなる｡ ｢秋の暮｣が｢ひとなLJの感慨を深くしている｡

しんと静まりかえった道も､日が暮れていることも､句中に寂しさを意識させる｡俳許

では､人間も自然の一部として取り扱い､人間の描写も人間単独のものではなく､自然

と繋がっている｡

俳許は季節と密接に関わっており､四季を通して自然が措写される｡季語は句中に記

され､季節を特定することができる便利なものである｡俳欝では季節を直接示す場合も
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あるが､季語によっても季節を表現することができるのである｡伝統の中で様々な言葉

が既に季語として定着しているo ｢月｣という言葉を詠んだら､常に秋の満月を想像し､

春に霞む月は｢臆月｣､冬の月は｢寒月｣と呼ばれる｡ ｢花｣といえば桜であり､春を意

味する｡ ｢鷺｣や｢蝶｣も春を象徴するものであり､ ｢蝉の声｣､ ｢蛍｣､ ｢金魚｣､ ｢晴蜂｣

は夏の季語である｡更に､ ｢天の川｣､ ｢虫の声｣は秋､ ｢雪｣､ ｢寒月｣は冬を表している｡

日本語では子音は常に母音と一緒に発音され､ ｢ん｣字だけが例外で鼻の中から発音

される｡ ｢あ､い､う､え､お｣という五つの母音で､ヒンディ一語にあるいくつかの

音は発音されない｡俳許は韻(ライム)を気にしないが､音の類似､頭韻､韻律(リズ

ム)などは重視される｡日本語は人称代名詞をあまり使わないし､使わなくても問題は

ない｡動詞に複数形や性別はない｡動詞の形は変わるが､詩ではあまり使わない｡しば

しば､動詞は原形(日本では終止形のことを指す:筆者注)のままで使われる｡次の例

を見てみよう｡

(原文)古池や蛙飛び込む水の音(芭蕉)

(ヒンディ一語)プラナ･タール､メダク･タダ､パーニ･キ･アワーズ

この句では｢飛び込む｣と詠まれているが､既に飛び込んだともとれるし､飛び込む

瞬間とも解釈できる｡更に､蛙は一匹かもしれないし､たくさんいるかもしれない｡同

様の例は､次の俳句にも見られる｡この俳句には動詞が使われていない｡

(原文)菜の花や月は東に　日は西に(蕪村)

(ヒンディ一語)サロソ･ケ･フール､チヤーンド･プルワ･メ､スルヤ･/ヾッシチヤ

ム･ メ21

上述の二句には｢や｣という｢切れ字｣がある｡切れ字の明確な意味は言い難いが､

直訳すると｢字で切る｣という意味である｡切れ字とは日本の韻文において､文字数が

制限されるところから生まれたテクニックである｡字自体にはあまり意味がないが､接

尾語として用いられ､句の完成に重要な役割を果たす｡宗紙(1420年～1502年)の時

代には｢切れ字十八字22｣が既に決まっていたし､時代が経つにつれて切れ字も増えて

いく｡特に重要な切れ字は｢や｣､ ｢けり｣､ ｢かな｣､ ｢ぞ｣で､ ｢や｣はヒンディ一語の

｢アハ｣､ ｢アレ｣､ ｢アッチヤ｣に当たるo ｢けり｣は動詞に付いて､動詞を終わらせる

はたらきを持っ｡次の俳句を見てみよう｡

(原文)鳴く中に蛍だまって光りけり(麦人)

(ヒンディ一語)ジャンカル･ビーチ･メ､ジュグヌ･マウン､ダハクナ23

｢かな｣は使用されることが多く､句の最後に付けられる｡ ｢かな｣は感嘆の意を表

し､直接結び付いた言葉を句の中心に据える｡例を以下にあげる｡

(釈)釣鐘に　止まりて眠る　胡蝶かな(蕪村)

21 『 ア リ･ オ･ カ ル ナ･ パ ル バ ー メ- 』､ ア ッ ギ ェ- エ ペ ー ジ102

22　連歌･俳語で秘伝とされた十八の切れ字のこと

23 『 ア リ･ オ･ カ ル ナ･ パ ル バ ー メ- 』､ ア ッ ギ ェ- エ ペ ー ジ102
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(ヒンディ一語)マンディル･ケ･ガンテ･パル､ダハリ･ソ-ィ､ティテイル

｢ぞ｣は強調の意味で使用されている｡例を以下にあげる｡

(原文)ほととぎすきなき飛ぶぞそがわし(芭蕉)

(ヒンディ一語)コキル､クフグ･クフク･ウリティ､ヴェヤスト･バーワ･セ

｢切れ字｣には句の流れを一旦止めるはたらきがあるのであるo

俳許から派生したものに川柳がある｡川柳も五･七･五で合わせて十七の文字で構成

される｡俳譜が人生や自然を情感豊かに表現する一方､川柳は世相や風俗を風刺したパ

ロディであるo俳句は自然を重視し､人間もまた自然と一部として取り扱うoだが､川

柳は人間を対象としている｡川柳は皮肉や滑稽を旨とする詩であり､俳譜と異なり機知

的な要素が多い｡俳語では句の最後に､名詞や切れ字を用いて余韻を残すが､川柳では

動詞を使って物事を簡潔に表現する｡川柳を作るには口語や簡潔な表現が大切である｡

俳語は極めて精神的な詩だが､川柳は好色を風刺したり､滑稽な句を作ったりする｡俳

句は崇高な精神を表現しようとするが､川柳は世相を率直に鋭い句で表現する｡川柳で

は､信仰を人間の弱さや迷信を表すものとして扱い､宗教と人間の関係に対しても､例

えば次のように警句する｡

(原文)目に見えぬ　神なればこそ　信じられる

( ヒ ン デ ィ 一 語) ア- ン ク･ セ･ デ ィ- カ イ･ ナ ヒ デ タ､ ケ ワ ル･ イ シ リ エ･ キ

ワ フ･ バ グ ワ- ン･-､ ハ マ ー ラ･ ヴ ィ ス ワ ス･ パ ー･ レ タ･ へ

この句は､神の不在を｢目に見えぬ｣と表すことで､信仰を風刺した句である｡

ある侍が自分の刀を試すのに､人気のない道を通る旅人を斬った｡道端には地蔵菩

薩が立っていたが､この非情な場面でも地蔵の顔は変わらない｡ひたすら穏やかで優

しい表情を浮かべている｡そこで次のような風刺の句が詠まれた｡

(原文)辻斬りを見ておわします地蔵尊

(ヒンディ一語)ラハギル･パル･パラク･ラハ･へ､ダール･カラグ･キ･/レテラ､

で く･ ラ-･-･ シ ヤ ー ン ト･ ブ ッ ド･ バ グ ワ ン

もうーっ例をあげようo座禅をしている禅の修行者を蚤が刺しているo座禅が終わ

ると､修行者は蚤を潰して殺した｡このことを次のように詠んでいる0

(原文)禅宗は座禅が済むと蚤をとり

(ヒンディ一語)ゼン･ダラム､ウパソナ･プレ･ホテ･ヒ､ピッス･/〈コドナ

日本の伝統として､年始にはお世話になった人を訪ねる習慣がある｡挨拶をして新年

もお世話になること-の感謝を表すoこれが医者であった場合､次のように詠まれるo

(原文)今年も　あいかわらずと　医者も来る

( ヒ ン デ ィ 一 語) イ シ･ ワ ラ シ ュ･ ビ･ キ ル パ･ ラ-､ カ- テ･ フ 工､ ワ エ ド･ ジ･ ビ･

パダーレ

母親の乳を飲んでいる赤ん坊が､乳を独り占めしたいのか､もう一つの乳を握ってい

る｡人間の欲望はその時から始まっているのだろうか｡
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(原文)かた乳を　握るが欲の　出来始め

( ヒ ン デ ィ 一 語) ド ス レ･ サ タ ン･ パ ル､ シ シ ュ･ カ･ ラ バ ク ナ･ ヤ ヒ･-､ ロ ブ･

カ･アランブ

川柳も数え切れないほど作られたが､川柳は蕉門に対する反発だったとも思われる｡

川柳は蕉門と対立した談林派とも関連している｡川柳の創始者は柄井八衛門(1718年

～1790年)である｡八衛門の俳号が川柳だったので､新様式の句も川柳と称された｡

川柳は様々な人々によって作られた｡

俳人として有名な人物をあげるなら､芭蕉､蕪村､一茶､子規であろうo

栗林富雄氏は俳句が現在の社会では負担となる封建社会の一つの形であり､俳句は

現在の人生の哲学､政治､社会思想などを表すものではないと主張している｡しかし

ながら､俳句は現在でも詠まれており､現代の学者も､俳句は近代的な主題でも詠む

ことができると受け入れている｡

今日､俳句は世界の様々な言語で作られている｡ヨーロッパでは俳許､発句､俳句

は同じものとされ､区別せずに使われている｡ ｢フランスに俳許､イギリスに発句､

アメリカに俳句｣という言葉は有名である｡俳句はヨーロッパで1900年から1952年

の間に導入されたといわれる0時に1960年の後､俳句は再び話題となったo　フラン

スの学校では､ロマン･ロランが十一歳から十二歳の学生たちに俳句を教えるなどの

努力があった｡

十九世紀の終わり､日露戦争における日本の勝利は､ヨーロッパが日本-興味を抱

くきっかけとなり､日本文学も注目を浴びた｡俳句はわずか三行の詩だったので､ヨ

ーロッパでは､はじめ自由詩の形式だと捉えられ､ヨーロッパやアメリカで翻訳され

た俳句も､完壁なものではなかった｡多くのイギリス人の翻訳者たちは､俳句を季節

の詩であると考え､日本についてのエピグラムまで詠まれた｡これは錯覚だと思われ

る｡俳句とエピグラムでは､主題と形式が全く異なっている｡エピグラムとは英語の

短詩であり､風刺や滑稽な内容も含まれているが､俳句は主に人生を認知的に執筆す

る詩である｡滑稽や風刺は俳句の主題からは外れている｡また､エピグラムは二､三

十行程度の詩だが､俳句は常に三行に制限されているo

英語の翻訳者たちは､俳句を分かりやすくするために､原文にない韻律や説明を自由

に加えて翻訳した｡以下に例をあげる｡

(原文)花の雲　鐘は上野か　浅草か

( ヒ ン デ ィ 一 語) フ- ロ･ ケ･ バ ー ダ ル､ ガ ン テ ィ ヨ ン･ カ･ ソ ワ ル､ ウ エ ノ･ ヤ･ ア

サクサカ

英語訳では次のように表記されている｡

( 英 語 訳) (A cloud of blossoms, Far and near, Then sweet and clear)

(日本語訳)花の雲遠くて近い甘く澄んでいる､なんの鐘か私をうっとりさせてくれる

のは､上野の鐘か浅草の鐘か
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ヨーロッパの翻訳は比橡的な表現の単語が良く使われているので俳句の内容が良く

ない｡

例えば､

(原文)露の世は露の世ながら　さりながら

( 英 語) Life is like morning dew

l know it is so

But, Yet-----

(日本語訳)人生は朝の露のようなものだ｡私はそのことを知っている｡しかしながら

(｢人生は朝露のようなもの　私はそれを知っている　しかし､まだ･--｣

( 中 略)･ ･ I ･ ･ ･ I ･ I ･ ･ ･ ･

もう一つの俳句は､

(原文)夏草や　つわものどもが　夢のあと(芭蕉)

比較のため､他の翻訳もあげてみよう｡

Sumer Grass

Oh stalwart warriors splendid dreams

The aftermath

これに対し､アッギェ-エは原文の本質を明確に表現しようとする｡

( ヒ ン デ ィ 一 語) ヤ･ サ ー ワ ヌ･ キ･ ド ー プ 　 ハ レ･ サ ブ ネ･- 　 ケ- ト･ ラ-･ ヴ ィ

ロ･ ケ

アッギェ-エの翻訳では｢夏草｣を｢サーワン･キ･ドープ(釈:夏のある時期に洗

まって生える草)｣に変えている｡その方がインドでは伝わりやすいし､詩情を的確に

表現することができる｡更に､インド語のことわざである｢ケ-ト･ラ- (釈:戦争で

亡くなった)｣を使い､虚しさを表現したものは､英語の訳にはあまり見られない0

(『ジャバニ･カヴィダーエ』ページ20-51)

ワルマ教授は日本の韻文の歴史をまとめながら､俳句について次のように述べている｡

俳句の源流は､室町時代に流行した､連歌のはじめの三つの句からなる｢発句｣である｡芭

蕉の登場によって､俳許は極めて精神性の高い句風を確立し､文学性を押し上げた｡芭蕉

は禅に帰依し､句を作る時に意識を集中させる姿勢が､禅の院想から来ていると思われる

ことから､俳許には禅の影響が強く現れていると考えられる｡

『ジャバニ･カヴイタ-エ』では､ヒンディ一語訳だけでなく､異なる言語で訳された

俳句も取り上げ､比較しているo特にアッギェ-エのヒンディ一語訳は､他言語よりも日

本語の俳句に近いことを､具体例を上げながら指摘している｡

同じアジアの言語である日本語やヒンディ一語には､いくつか共通する特徴がある｡例

えば､日本語の基本的な文章構造は､主語､目的語､述語または動詞だが､ヒンディ一語

もよく似た文章構造を持っている｡更に､アジアにある両国の伝統的文化や価値感など､

類似する部分も多い｡このような点から述べれば､ヒンディ一語は他の言語より俳句を正
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しく理解して､母国語で表現する力を有していると思われる｡

『ジャバニ･カヴイタ-エ』によって､インドの人々はこれまで以上に日本の俳句を正し

く理解することができた｡更に､ワルマ教授らの活動により､インドでは俳句を創作する

人が増え､ 1970年頃には手紙24を締め括る最後の言葉として､俳句を認めることが流行し

た｡これは詩人たちだけでなく､学者や､教養ある読者層にまで､広く浸透したようであ

る｡

六､ヒンディ一語以外の詩人たち

インドはヒンディ一語以外にも数多くの言語を有しており､詩人たちは日本の俳句をそ

れぞれの言語に翻訳し､自らも俳句に倣って短い詩を作っているoここでは俳句と関わりの

あるヒンディ一語以外の詩人について､簡単に紹介しておくo

ニールマニ･フコン(1933年～)は､俳句をアサ-ミ一語に翻訳し､ 『ジャバニ･カヴィ

タ(原文:aTqTa市街｢､訳:日本の詩)』の題で､ 1971年に俳句集を出版したoパンジャ

ーブ語の女流詩人､アムリタ･プリタム(1919年～2005年)は､ 『ナグマニ(原文:.ilJlJITq､

釈:宝石)』という文学雑誌の中で､俳句をパンジャーブ語に翻訳し､スネハラシュミ- (1903

年～1991年)はグジャラート語で翻訳した｡スネハラシュミ-は更に､自らグジャラート

語で作った俳句や短歌風の詩を詩集として出版し､ 1967年の最初の作品集『ソネリチャン

ド･ルペリスラジュ(原文:甲甜繭軸｢甲､訳‥金の月と銀の太陽)』には､三五九

編の俳句と三編の詩が入っている25｡

これらの詩は必ずしも､五･七･五の形式を守ったものではないが､詩人たちはそれらを

全て｢俳句｣と称していた｡しかし､彼らがインドにおける俳句の享受に影響することはほ

とんどなかったようである｡

インドの詩人たちによって紹介された代表的な俳人として､荒木田守武､松尾芭蕉､服部

嵐雪､小西来山､上島鬼貫､宝井其角､野沢凡兆､与謝蕪村､大島参太､高桑蘭更､小林一

茶､正岡子規､大谷句仏などの名前が挙げられる｡インドで行われた俳句の翻訳は､内容に

忠実で､簡潔さを留め､なるべく元の俳句に近づけようとする姿勢が伺える｡

七､現代インドにおける俳句研究

現在､インドにおいて日本文化･文学を研究している機関は､ネル-大学とデリー大学

がある｡しかし､日本文学が専門の研究者は数える程しかおらず､韻文の研究者になると

いっそう限られる｡その中で､デリー大学のウニタ･サチダナンド教授(1959年～現在)

は､日本の詩歌をヒンディ一語に訳し､日本の文化･文学研究に取り組んでいる｡

また､言語の壁を越え､日本とインドを俳句で繋ごうと活動する者たちもいる｡インド

大学のバグワト･サラヌ･アガ′レワ-ル教授(1930年～現在)は俳句に深い愛着を持ち､

24ネール大学の講義において､稿者がワルマ教授から直接伺った｡

25 satya B.Vema, " Ⅱaiknin India" Japan Review, No. 3 (1992), pp. 15-24
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1998年から季刊誌『ハイク･バラティ』 (原文‥関守aTTTEW､訳‥インドから俳句)』を､

詩人たちの協力を受けつつ､今日に至るまで刊行し続けている｡

インドにおける俳句愛好の一例として､バグワト教授が作った俳句をここで紹介したい

と思う｡

(ヒンディ一語)訂て訂景打輸碕如｢両耳弔汀かTr

( 読 み) マ ル･ ジ ャ ウ ン ガ･ ヤ キ ン･ ナ ヒ･ ホ タ･ フ ィ ル･ キ ヤ･ ホ- ガ

(逐語訳)死んじゃうのか　信じられない　その後は

インドでは人生について詠んだ句を好むが､このような指向が流行する理由については

､第五章で詳しく述べていきたいと思う｡

タゴールが初めてインド-もたらした日本の俳句は､アッギェ-エの翻訳によって広く

知られるようになった｡更にワルマ教授が著した『ジャバニ･カヴィタ-エ

』は､初めて日本語からヒンディ一帯-直接翻訳され､日本の俳句に対する理解を深めた

○

日本の俳句は､タゴール､アッギェ-エ､ワルマ教授らを通して､日本を代表する文化と

して､インドで認識されるようになった｡俳句の他にも和歌､茶道､生け花などが紹介され

たが､あくまで一時的な流行に過ぎず､俳句のように長く受け入れられることはなかったD

しかも､広い地域と多言語で構成されたインドでは､今もなお教育の普及に多くの課題があ

り､日本の文化について研究できるのは､ある程度の知識層に限られているのが現状である｡

近年､日印間では政治や経済において､ますます緊密な関係になっており､日本の文化に

対する関心も､より高まっていくことが予想される｡インドにも日本にも韻文学を頂点とす

る長い文学の伝統があり､俳句はインドの人々にとって､最も親しみやすい日本文学の一つ

となっていく可能性があろう｡
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